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イェーリング書簡集⑶ 
（ゲッティンゲン時代：1872－92年①）
平　田　公　夫
91. An Oskar Bülow.
 Göttingen, 21. März 1873.
　　　　わが親愛なるビューロ！
　君の手紙が，赤く燃えている鉛のしずくのように僕の心に重苦しくのしかかっていま
す！　今の僕には，恨みに報いるに徳をもって相手を赤面させる（1）という言葉の意味が分
かります。というのも，君の手紙によって僕の頭の上に置かれたこととなった石炭は，も
う僕の髪の毛をすべて焦がしてしまったからです。
　この休暇中に君が１通の手紙を受け取るはずになっていたことは，もうずっと前から決
まっていた。だから，僕は，君の手紙があと14日ほど遅れていてくれたらなあ，とあやう
くも願ってみるところだった。そうなれば，僕の手紙の方が君のより先に着くだろうし，
また，僕の方がまず君の手紙に返事を書かねばならないかのような見かけは生まれないだ
ろうからね。
　君が僕たちのもとを去って行ったとき，すでに僕たちが主催する最初の大パーティーは
その準備をすべて終えていました。パーティーは盛大に催されました ― 20人の午餐会。
14日経つか経たないうちにまたしても１つの午餐会がありましたし，先日にはほぼ40名の
若者たちの集まった舞踏会がありました。それと並んでさまざまな小パーティーがありま
す。たとえば，学生向けのディナー会やコールドパンチ付きの夕べの会，そして家族会合
等々です。それが僕たちの行ってきたことです。一方，僕たちが堪え忍んできたものもあ
ります。つまり，週に３，４回のパーティーは夜中の１時まであり，そのうちダンス・パー
ティーもまた２時，３時，４時まであります。その際，小生はなお元気はつらつとしてい
るべきなのです！　たしかにそうすべきであった
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のだが，しかし，もう動けなかった。つ
いには，もうくたくたになり頭が回らなくなり，世間に対し自分自身の外見を保ち，とり
つくろうとするほどまでになってしまった。君なら，お前たちはなぜそんなに多くの招待
を受けるのか，と尋ねるでしょう。気配りです，気配り！　１年目にはとにかくどの同僚
からも１度は食事に呼ばれ，それに応じるしかないからです。２年目にはもはやその必要
翻 訳
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はありません。そして，今やもう，ふるい落とすことになる人びとのリストができてしま
いました。
　数々のパーティーに耐え抜いたことを書いたので，今冬の最も骨の折れた仕事について
述べてきたも同然です。その２番目に挙げられるのは，僕には，いつもの如くですが，ほ
とんど何の益ももたらさなかった講義の他に，いくつかの学術的な仕事のことです。すな
わち，１．新作：年報に載せた論稿（2），２．旧作の下手くそな直し
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：ａ）『精神』：第１巻，
第３版，ｂ）『権利のための闘争』，第３版（相当に重要な変更あり），ｃ）『日常生活の法
律学』，第２版。これから『精神』の続きを進めるために，僕は，これらの仕事をすべて休
暇に入るまでに終えてしまいたかったのだが，そのためにはまだ今週一杯はかかるだろう。
いまではもう『権利のための闘争』の序文がまだできていないだけですが，そこには若干
の「パプリカ」，つまり，スペイン胡椒を僕の書評者２人のためにふりかけておきたいと思
っていますし，また『日常生活の法律学』はもう少し書き足しをしたいのです。
　上述の仕事は，この冬，僕の理解力がいかに衰えたかを実感させてくれる良い機会とな
った。この論文を作る上でどれほど多くの労力が必要だったことか，それにもかかわらず，
その論文は比較的きわめて軽々しいものだった！　これを書くとき，僕はいかに長いあい
だ机の前に坐っていたことか。けれども，結局のところ，その出来映えはいかにも悪かっ
た ― 僕は内容のことを言っているのではなく（というのは，内容的にはすでに何年も前
から確定していたからです），文体上のことです ― 僕は校正のときに出来る限り改善し
ようとしたが，注意深い読者には，その論文が昔ながらの力で書かれたものではない，と
感じとられるのではないかと怖れています。『権利のための闘争』の方は，文体上および内
容上でも，（序文を除いて）すでに出来上がっている新版では，相当に改善されたと思いま
す。これは僕には大きな喜びです。というのは，新版を出すという目的のために，その著
作『闘争』を読まなければなりませんでしたが，その際，多くの箇所でひっかかりました。
多くの，まさにうまく行った箇所もあったが，ぱっとしない冗長なところもかなり多かっ
たからです。今回，僕はその部分を思い切ってバッサリ切り捨てました。
　『精神』の新版は，まずは変更なしで印刷される予定でしたが，印刷に際して僕が多く
の校正を入れたので，出版社はテキストの念校を要求してきた。それは最後の６ボーゲン
について生じていて，その結果，いくつかのボーゲンは完全に書き換えました。『精神』に
おいてもまた，かなりの部分が良であり，いやそれどころか卓越した箇所もありますが，
ぱっとしない箇所も相当あります ― できそこないのたわごとです！　ともかく『精神』
の全部を書き終えてしまったとしても，それまでに出した巻において，これまでやってき
たこととまったく違うところが出てくれば，その箇所は取り除いてしまうだろうな。しか
し，まず続きを書くために自分の力を温存しておかなければなりません。
　来週には『精神』の続きに着手できることが，僕にはとっても待ち遠しいのだ。『精神』
の新しい巻が出来上がらない今のうちから，新らたな研究を始めるわけにも行きません。
その巻はとても素材豊富なものとなるでしょう ― 大量の素材がほとんどこわいほどで
す ― しかし，他方で，その素材をふんだんに使えるという見込みもまた，僕を大きな喜
3岡　法（68―２）
一二四
292
びで満たしてくれるのです！
　まったくある１人の学者〔イェーリング本人〕のもとでは，いかに文筆活動が絶えず前
面に押し出されていることか！　今の僕にはなおこれ以上，君に報告することは他にあり
ません。この手紙はもう終わりにします ― というのは，僕はふたたび序文を書くことに
向わねばならず，そのためには手紙を書き終えていなければならないからです。そこで，
その他の報告事項のうち欠かせないものだけを書きます。
　君の前々便はとても興味深いものだった。つまり，王宮での会食のことです。そうでな
くてはね。プロイセンの宮廷では学問を気にかける人などまったくいないもの。いやそれ
どころか，教授たちもピッケル＝ヘルメットをかぶっていなくちゃねぇ！　それはそうと，
かなり多くの教授たちがそこに居合わせているのを見てみたいものだ ― 自分自身も含
めて。ベルリンからの帰途，まったく気楽に僕たちのところに寄ってくれていいよ。わが
家に泊まる気がないのなら，宿屋に泊まってもいいが，いずれにせよ来てください。君が
うまくやっていくようにと願っています。ベルリンでは，君は家族の者としか話していま
せんが，ここではぼちぼちまたしても法律学の話ができますよ。― 君の大学教師として
の成功をとっても喜んでいます。
君の
R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　当該の原文「feurige Kohlen auf das Haupt sammeln」は，新約聖書「パウロ書簡・ローマ人へ
の手紙」12,20：「もしもあなたの敵が飢えているなら，彼に食べさせなさい。もしも渇いている
なら，彼に飲ませなさい。なぜなら，そうすることによって，あなたは燃える石炭を彼の頭の上
に積み上げるであろうからである」に由来する言い回しである。
⑵　Kritisches und exegetisches Allerlei, in: Jherings Jahrbücher, 12 （1873）.
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92. An Oskar Bülow.
Göttingen, 22. Juni 1873.
　　　　親愛なるビューロ！
　ようやくにして，やっと君とおしゃべりをするだけの時間的余裕もあり，その気分にも
なる時がやって来た。君のこの前の手紙を，僕はこれまでいまだめったになかった時間に
読みました。すなわち，朝の４時です！　だからと言って，ここではこの時間に手紙が配
達されるからでもありませんし，また，その前日の夕べにはもう手紙を読む力が僕に残っ
ていなかったからでもありません ― そうではなくて，東フリースラントへの聖霊降臨祭
旅行からその日の朝早くに帰ってきたからです。その日は，僕が数ヵ月来ここで過ごした
なかで１番の素敵な日だったので，そのまま起きたままでいて，届いていた数通の手紙を
読み，そして乞食（1）のように，僕の作ったスウェーデン蕪を見つめていたのです！
　君の書簡には，ありがたいことに楽しいことばかり書かれています ― 僕が期待してい
たような情報はなかったにせよ。当面，僕たちにはそれで間に合います。
　君たちの人事の推薦について話題にしていたね。われわれも，クラウト（2）のポストを埋
めるべき１人のゲルマニストを同じく必要としています。われわれはゾーム（3）を採るつも
りだった。しかし彼は「タブー」だった―「私に触れるなかれ」（noli me tangere）― 。
マイボーム（4）がもはやテュービンゲンにいなくて〔1873年ボンに転出〕，本当に残念だ ―
彼なら
4 4 4
，われわれの助けとなっただろうに。彼をボンから引き抜くことができないのは当
然である。プロイセンのある大学にとっては，人事の推薦をすることは実際のところ難し
くなっています。というのは，ほとんどのプロイセンの大学は，私講師たちに対して道を
閉ざしているからです。とりわけゲッティンゲンにとって，〔1866年のプロイセンへの〕併
合はこの点できわめて不利なものになってしまった ― この不利益は，われわれが国家的
関連において獲得したものによって補填されなければなりません。
　わが学部は比較的不利な状況にあるにもかかわらず，わが大学の学生数は増えています。
その数は1,000人近くにまで来ており，次の冬学期にはこの数字に届くよう期待していま
す。僕のインスティトゥティオーネン〔法学提要〕の講義は，またしてもまあまあの受講
状況です ― ここの大学規模からすれば，輝かしいものです ― ，いずれにせよ60人は
いるに違いありません。この中には３人の皇太子がいます。ホーエンローエ（Hohenlohe），
ラーティボア（Ratibor），そしてロシアの侯爵ガリツィン（Galitzin）。ロシアの侯爵は今
学期のハイライトです。ちょっと想像してみて下さい。いずれにせよ30歳近いこの人は，
モスクワで教授になるつもりです。きわめて絢爛たる環境のなかに暮らし，第１級のロシ
アの家系の１つの一員であるにもかかわらずです。彼はローマ法の，「ことに」（in specie）
『ローマ法の精神』の熱狂的な愛好家であり，そして，彼はどのようにすれば私に敬意と
愛とを伝えることができるのか，とまどっているのです。その様子には本当にいくぶん感
動を覚えます ― 余りにくどくなりすぎないにせよ，それについての愉快な話を君に語る
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ことができればなあ。彼はきわめて熱心に僕の講義を聴いていて，僕が第３の体系〔ロー
マ法の歴史においてローマ法が世界法として普遍性を強めていく第３期に当たるもの〕に
関して「法史」講義のなかで話している新しい理念について，彼は深い理解を示してくれ
るので，僕はうれしい限りです。侯爵はツィーバルト（5）の下で，週に２度，同じくモスク
ワで教授になるはずの同国人１人と一緒に補習授業を（その授業に対して，仲介役を演じ
た僕は１時間当たり20マルクの聴講料を設定しました）受けています― 何について？　
なんと『ローマ法の精神』についてなのです！　彼らは一緒に今はまず最初に第３部を取
り扱っています。というのは，そのロシアの人たちは，自分たちがローマの訴訟にいささ
か弱いと感じているからです。ちなみにその人たちは大いに精力的に勉強しています ―
立派なものです！　僕が一緒に「国」（Staat）を作ることのできるこれら両名の他に，僕
はさらにノルウェー出身の１人の講師，ドイツ法について教養を深めたいと思っているド
イツ出身の１人の講師，そして何人かの歴史家と文献学者を担当しています ― 簡潔に言
えば，きわめて上品な聴講者たちです！　この聴講者たちが僕を強く刺激してくれること，
そして僕がその結果，講義の基準をかなり高くにまで押し上げたこと，そのことは君にも
分かるよね。僕は全力を出し，最大の関心を寄せて講義をしています。君も同じく順調な
ことは僕の大きな喜びです。シュヴァーベン人は有能な人たちです。そして彼らは同時に
きわめて批判的な人たちなので，君がそのように彼らの心を捉えたことは，少なからず自
慢して構いません。教職に熱心に努め，成果を挙げるならば，それは教職をめぐる素晴ら
しい事柄であり，教職は日々新たな喜びをもたらして呉れます。
　僕の目の前に置いてあった君の手紙にしたがって，『精神』の第３版のことに話を移そ
う。この本がどれほど僕の人生に食い込んでいるか，そのことをなお実感してきたことが，
僕にどれほどの満足感を与えてくれていることか。しかも，僕の敵対者が期待していたの
とは，まったくのところいかに違った事態になったことか。現在，第２巻・第１部は僕の
手元にあり，第３版の手直しを待っています。それに続く２つの巻は今のところまだ品切
れになっていませんが，僕もそれらがすぐに品切れになることはまったく望んでいません。
この作品の続きを書くことに自分の自由時間のすべてを使いたいからです。『民事事件集』
〔Civilrechtsfälle ohne Entscheidungen〕についてはその第３版は出版されてなくて，『日
常生活の法律学』（Jurisprudenz des täglichen Lebens）についてその第２版が出ただけで
す。『闘争』の第３版は２ヵ月前から印刷中であり，ようやく７月半ばには発行されるはず
です。『法廷』（Gerichtssaal）誌上で，僕はガイアー（6）から激しく非難攻撃されました。僕
が彼の敵対者レヴィータ（7）の正当防衛論ではなくて，彼の論文を引用していたなら，ひょ
っとしたらこんなことは起こらなかったでしょう。ガイアーの書評は，彼の正当防衛論の
ための「自己弁論」（oratio pro domo）に他ならないからです。僕は落ち着いてこの攻撃に
耐えるつもりです。『年報』の，ずっと前に印刷済みの号が今やっと発行されました。なぜ
こんなに長く遅延したのか，僕にはそのわけが分かりません。君がようやくにして寄稿論
文を書いてくれる気になったことは，とっても嬉しいです。次号はもうできており，そこ
には新しい協力者たちばかりが登場します。すなわち，プラハのツィグラーシュ（Cyglarsch），
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ベルリンのヘンリーツィ長官（Präsident Henrici）（8），そしてフレンスブルクのブレーマー
（Bremer）（『ゾイファート年報』（Seufferts Archiv）の索引作成者）です。
　シュトラースブルクの集会には参加したい。僕はこの種の集会はとても好きなのですが，
しかし，ゲッティンゲンの同僚たちと知り合った後になっては，ゲッティンゲンとマール
ブルクとギーセンの人たちをヴィルヘルムヘーエ（9）で引き合わせるという考えは，早くも
ここで捨てました。当地のやり方は余りにのろすぎます。僕としては今や，人びとの「堅
忍力」（vis inertiae）のために自分の貴重な力をすり減らす気はもはやありません。
　今日の夕べ，カルテットを行います。僕にはクィンテットもあります。うちのヘッテン
ハウゼン（10）がちょうど今譜面台と椅子を一緒に運んでくれています。目下のところ僕の居
所はとっても美しいです。両開きのドアと窓は庭に面して開いており，緑ばかりです。ウ
ィーンよりもはるかにいかに美しいことか ― 僕は絶対にそこには戻りません。僕の女友
達フォン・リトロ夫人（11）の招待を受けているにもかかわらずです。今までのところ僕は，
『精神』に取りかかるために，ここで休暇のほとんどを過ごすつもりです。たぶんシュー
マン祭（８月17－19日）のために，ボンには出かけて来ます。ひょっとするとそこで会え
ないかな？　いずれにせよ，僕たちは会えるよう段取りをしなければなりません。ヘルマ
ン〔長男〕の部屋は休暇中ずっと空いたままです。したがって，宿屋に泊まる必要はあり
ません。
　君の休暇中の予定はどうなっているのか，早目に知らせて下さい。
　今回はどんなに長い手紙を書いてしまったことか。いつか他のときには，それだけにも
っと短い手紙を書こうと思います。
君の R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　原語はSchwienegel。イェーリングの故郷オストフリースラントの方言か。schmutziger Mensch
の意味があるらしく，こう訳してみた。
⑵　Kraut, Wilhelm Theodor （1800-1873）：ゲルマニスト。1800年３月15日にリュネブルクに生ま
れ，1873年１月１日にゲッティンゲンで死す。生地とゴータのギムナジウムに通った後，1819年
にゲッティンゲンに行き，そこでフーゴーの講義を聴き，1820年から1821年のミカエルの日（９
月29日）までベルリン大学で，歴史法学派の巨匠サヴィニーとアイヒホルンの講義を聴く。とく
に後者の影響を強く受ける。1822年８月10日に法学の学位を取得し，同年10月にゲッティンゲン
大学でドイツ法の教授資格を得る。その後1828年７月１日に員外教授，1836年１月21日にドイツ
私法の正教授となる。エルンスト・アウグスト王治下でのハノーファー憲法闘争の折り，「ゲッ
ティンゲン７教授」を擁護する声明を共に表明するも，成果なく終わる。1850年－1853年ゲッティ
ンゲン大学の代表に選出され，ハノーファー第１院のメンバーとなり，1870年には枢密法律顧問
官の称号を授与される。ドイツ法曹会議のメンバーとして，大会には通常参加していたが，審議
に直接加わったことはなかった。高齢になるまで元気に文筆・講義活動をしていたが，1872年の
クリスマス休暇に急に腎臓病が悪化し亡くなる。主著：Die Vormundschaft nach den Grundsätzen 
des deutschen Rechtes（3 Bde., 1835-59）；Grundriß zu Vorlesungen über das deutsche 
Privatrecht mit Einschluß des Lehen- und Handelsrechts（1830, 5. Aufl. 1872）；Das alte 
Stadtrecht von Lüneburg（1845）.
⑶　Sohm, Rudolf（1841-1917）：1841年10月19日に弁護士，後の文書管理官の息子としてロストッ
クに生まれ，ロストック，ベルリン，ハイデルベルクの各大学で法学を学ぶ。ベルリンではブル
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ンス（Bruns），ハイデルベルクではファンゲロウ（Vangerow）に学ぶが，ロストックのヴェッ
ツェル（Wetzell）とベーラウ（Böhlau）から大きな影響を受ける。1864年ロストックで学位を取
得し，その後，ミュンヘンのパウル・フォン・ロート（Paul von Roth）の下で研究を続け，1866
年ゲッティンゲン大学でドイツ法および商法の教授資格を取得し，1870年同大学の員外教授にな
り，また同年には教会法およびドイツ法の正教授としてフライブルク大学に赴任し，更に1872年
にはシュトラースブルク大学（1884-85年には学長を務める），1887年にはライプツィヒ大学に移
る。ゾームは社会政策学会に所属しており，1896年にはフリードリヒ・ナウマン（Friedrich 
Naumann）の国民社会協会の設立に協力する。1890年にはプロイセンが意図していたオットー・
フォン・ギールケ（Otto von Gierke）の代わりに，ドイツ民法典編纂第２委員会に招聘され，ま
た，連邦参議院の特別委員として帝国議会では草案の弁護に立った。主著：Das Verhältnis von 
Staat und Kirche（1872）；Institutionen. Geschichte und System des römischen Privatrechts
（1883）；Kirchengeschichte im Grundriß（1887）；Kirchenrecht, Bd.１. Die geschichtlichen 
Grundlagen （1892）；Weltliches und geistliches Recht （1913）.
⑷　Meibom, Victor von（1821-1892）：1821年９月１日カッセルに生まれ，1892年12月27日に同じ
くカッセルにて死去する。1839年－42年マールブルクとベルリンで法学を学び，1849年フルダ河
畔のローテンブルクの上級裁判所で司法官試補となる。憲法違反の印紙税徴収に対する反対運動
が彼の昇進の妨げとなり，1851年マールブルクの刑事裁判所付きの検察官補となるも，期待して
いた昇進は数年も見送られた。この時代，彼はマールブルク・クラブのアカデミカー・クライス
で知り合ったパウル・ロート（Paul Roth）とKurhess. Privatrechtの共同編集を行い，1858年に
その第１部を出版して高い評価を受ける。マイボームは1857年国家官吏を辞し，同年ロートの推
薦により彼の後継者としてロストックの招聘を受け，1858年夏からそこで教え始める。1866年に
はテュービンゲンへの招聘を，1873年にはボンへの招聘を承諾する。彼は主としてドイツ私法を
担当していたが，当時は法律学の中核に位置していた法史学ならびに教会法の講義をも行った。
しかし，大学の講義に満足していたわけではなく，都合良く1875年に，ライプツィヒの帝国上級
商事裁判所判事として，つまりレヴィン・ゴルトシュミット（Levin Goldschmidt）の後継者とし
て司法官に復帰するチャンスが彼に訪れた。1879年には新設の帝国裁判所判事に任命される。年
金付き退職後1887年には故郷のカッセルに帰る。彼はとくに質権や抵当権の領域で功績を残した。
主著：Kurhessisches Privatrecht 1（未完）（1858, mit Roth）；Das dt. Pfandrecht （1867）；Das 
Mecklenburgisches Hypothekenrecht（1871）；Das Immobiliarrecht im Geltungsbereich der 
deutschen Zivilprozeßordnung （1888）.
⑸　Ziebarth, Karl（1836-1899）：法学者（刑法，訴訟法）。1836年５月９日にハイリゲンシュタッ
トに生まれ，1899年10月17日ゲッティンゲンで亡くなる。主著：Die Realexecution und Obligation. 
Mit besonderer Rücksicht auf die Miete ; erörtert nach römischen und deutschen Recht in 
Vergleich zu dem preußischen（Halle, 1861）；Die Reform des Grundbuchrechts. Kritik der 
preußische Gesetzentwürfe über Grundeigentum und Hypothekenrecht （Halle, 1870）.
⑹　Geyer, August：刑法学者。ここで話題に上っている論文は，Die Lehre von der Nothwehr. Eine 
strafrechtliche Abhandlung, 1857. Nr.90の訳注⑷に既出。
⑺　Levita, Carl （1824-1873）：法学者・文献学者。彼の緊急避難の論文は，Das Recht der Notwehr. 
Eine strafrechtliche Abhandlung, 1856.
⑻　Henrici, Paul Christian（1816-1899）：シュレスヴィヒ・ホルシュタインの法律家，帝国裁判所
民事部部長。ヘンリーツィは1816年４月18日にアウグステンブルク公の侍医の息子としてアルゼ
ン（Alsen）に生まれる。1834－38年キールとベルリンで法学を学び，官職採用試験に合格後，グ
リュックシュタット（Glückstadt）の上級裁判所に入る。1848年，臨時政府からアーペンラーデ
（Apenrade）の警察署長に任命され，その困難な任務を無事に果たす。1849年には前述の上級裁
判所判事に任命される。1865－67年，ホルシュタイン上級裁判所所長を奉職し，そこの閉鎖後，
1867年９月１日には，併合した新地方のためにベルリンに設置された上級控訴裁判所判事となり，
1872年にはそこの副長官ならびに上院議員となり，1875年正枢密上級法律顧問官に任命される。
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帝国裁判所設立に際して1879年10月１日に第３民事部部長を拝命する。1888年10月１日には永年
勤続50年の祝賀が行われ，正枢密顧問官（閣下）の称号を授与される。1891年10月１日に引退し，
1899年６月３日にベルリンにて死去。
⑼　Wilhelmshöhe：カッセル郊外にある丘。ヘラクレス像の足下から階段状の坂を滝のように水が
流れる施設で有名な公園となっている。イェーリング最後の年にも，学位取得50周年記念のお祝
いをここで催している。
⑽　Hettenhausen：前後の文脈からは，家族の誰かを指す愛称と思われるが，残念ながら不明である。
⑾　Frau Auguste von Littrow=Bischoff（1819-1898）：ウィーン大学の天文学教授であり，同大学
の天文台館長をも務めたKarl von Littrowの夫人。ウィーンでイェーリングはリトロ一家と親し
く家族ぐるみの付き合いをしており，ゲッティンゲンに移ってからもその交際は続いていた。『権
利のための闘争』の扉には夫人にあてての献辞が書かれている。
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93. An Bernhard Windscheid.
 Göttingen, 31. Dezember 1873.
　　　　わが親愛なるヴィントシャイト！
　年の瀬になると，債務を返済したかどうかと気になります。幸いなことに沢山溜まって
いるわけではない金銭的債務ばかりでなく，手紙の債務についても気になります。手紙へ
の返事の件では自分は年とともにますます払いの悪い人となっています。君はこのことを
身をもって知っています。というのも，僕の前にある君の手紙の日付けは３月19日となっ
ているからだ。それ以外に僕が返事をしなければならない１番最近の手紙があれば，別で
すが。いずれにしても僕には君に対して手紙１通の借りがあり，その借りがいつの日付け
かについて頭を悩ませたくはありません。― 1873年は今や，「始まったばかりの日は経
過した１日と扱われる」（dies coeptus pro completo habitur）という原則によれば，僕の
目の前で終っています。そこで僕は自分の総合判定を次のように述べることができます。
すなわち，自分がなるかもしれなかった最悪の返済者の１人にはなっていない，と。この
年もまたささいな混乱や不快なことがないわけではなかった ― 聖霊降臨祭の頃，妻が旅
行先のブレーメンに滞在中，関節リューマチの発作に見舞われた。幸運にもすぐに治り，
また合併症も起こさずに済みました。しかし，それ以外に，人が生活して行く上での小さ
な苦しみの範疇を超えるような，挙げられるべき出来事は昨年にはなかった。その一方，
僕に恵まれた幸福と喜びは，平均値以上のものと認めるにやぶさかではありません。僕の
家での生活や僕の家，妻に子どもに，そして僕のものであるすべてに完全に満足していま
す ― これ以上に何か望む人がいるでしょうか？　それに加えてありがたいことに，生活
を楽しむ昔からの能力は少しも衰えていません。グラス１杯の上等なワインを飲み，その
他に神さまが育ててくれたものを食べる楽しみ，冗談に大笑いすること，ホイストの勝負
やトリオを楽しむこと等々。ただ，１人だけでも演奏しようという気力だけはやや衰えて
きており，年を取ったなあと感じさせられます。しかし，トリオの場合には，なお昔なが
らの気分が湧いてきます。一昨日もまだ僕たちは夜になるまで演奏しましたが，その際，
僕たちの活気が若々しく保たれていたのは，１杯のパンチの手助けを借りてでした。それ
ではお前には全然何も欠けていないのか，と僕の良心に問いかけられるならば，もちろん
僕は次のように告白しなければなりません。すなわち，僕の研究する力がもはや往年のそ
れではない，と。つまり，もし研究の喜びというものが全然ないならば，その結果は，た
とえば克己のみが重要であることになります。そうではなく，僕はそれが力であるという
苦い経験をしたのです。秋休暇の終わり頃に，僕は１度『精神』に精力的に取り組まざる
を得ず，昔ながらのやり方で頑張ったのですが，しかし高い代償を払わねばならなかった
のです。つまり，〔その後の〕２－３週間は，ほとんどどのような精神的刺激をも差し控え
ねばならないほど，それほど僕の脳が疲れ果ててしまったのです。そこで僕は食事療法を
行い，また自分の力の賢い温存の仕方を守りました。僕はその力をまず第１に，そしてと
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りわけ講義に向けます。講義は幸いにも僕に負担よりもむしろ満足感を与えてくれるから
です。ちなみに次に何が低下するかは，将来が教えてくれるに違いありません。休暇はそ
のためにべストを尽くしてくれるに違いないでしょう。来年はその休暇の大部分をゲッテ
ィンゲンで過ごすつもりです。その休暇は，この前の秋にあんな経験をしたからには，厄
介なものにはならないと思うのだが。僕はそのころ少しの間だけ留守にしていました。つ
まり，シューマン祭のためにボンに２，３日滞在し，それからシュトッベ（1）と一緒にノルダ
ーナイ〔東フリースラント諸島の中の１番西の島〕に10－12日間，アウリッヒ〔イェーリ
ングの生まれ故郷〕に３日間行っていました。それ以外の日はゲッティンゲンに居て，そ
して，『精神』の続きの巻の少なくとも一部分を仕上げました。その続きはオースター休暇
と秋休暇中に行われ，印刷は今年中のうちにも始まるはずです ― いつものように，ゆっ
くりと！― これらの休暇中に，僕は子どもたちを全員僕のところに呼び集め，素敵な
日々を彼らとともに過ごしました！　「総計すると」（Summa Summarum），あらゆる面
から見て，僕は良好です。すぐに君からも同じことを聞くことができればいいのに！　そ
れが，君に送ることのできる年賀の挨拶です。奥方にもくれぐれもよろしくお伝え下さい。
僕の妻もそう申しています。　では，いつものように。
草々
君の
R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　Stobbe, Johann Ernst Otto （1831-1887）：法史家，私法学者。1831年６月28日にケーニヒスベ
ルクに生まれ，1887年５月19日にライプツィヒにて死去する。1849年からケーニヒスベルク大学
で文献学と法学を学び，1853年には学位を取得。続いてライプツィヒではアルプレヒト（Wilhelm 
Eduard Albrecht, 1800-1876）の下で，1854年からはゲッティンゲンでヴァイツ（Georg Waitz, 
1813-1886）の下で勉強を続ける。1855年ケーニヒスベルクで教授資格を取得（ ”Zur Geschichte 
des deutschen Vertragsrechts”）。翌56年同大学でドイツ法の正教授となり，1859年同じ地位でブ
レスラウに移る（1869-71年，学長）。1872年にはドイツ法・教会法の教授としてライプツィヒに
招聘された（1875-76年には学部長，1878-79年には学長を務める）。シュトッベの法学上の関心
は，ドイツ法から出発し，ベーゼラー（Georg Beseler）の言う本来的な歴史法学派の影響下で，
歴史的な法源を手がかりにしてドイツ私法全体に及んでいた。ドイツの法源に関する著書：
Geschichte der deutschen Rechtsquellen （2 Bde., 1860-64）は今日なお通用している。1819年に
始まったMomumenta Germaniae Historicaと並行しつつ，ドイツの法源史料の年代研究が生まれ
た。この両者の流れが彼の生涯の作品 ”Handbuch des deutschen Privatrechts” （5 Bde., 1871-85）
の中で実を生すんだ。この著書でシュトッベは，史料研究に基づいた教義学史の土台の上に，近
世に至るまでのドイツ私法の成立過程を叙述した。ドイツ私法という言葉の下で彼は全ドイツの
現行私法のことを考えており，個々の地域法とその発展を比較し，相互に結びつけた。これは新
しいゲルマニステンの意味でドイツにおける私法統一のための開拓作品と見なされている。”Die 
Juden in Deutschland während des Mittelalters in politischer, sozialer und rechtlicher 
Beziehung”（1866）は，ドイツにおけるユダヤ人の法史に関する独自の研究領域を打ち立てたも
のである。
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94. An Oskar Bülow.
 Göttingen, 9. August 1874.
『闘争』の第４版が
印刷に付され，定価10銀
グロッシェンの大衆版が
3,000部刷られる，９ヵ国語への
翻訳が進行中なり。
　　　　わが親愛なるビューロ！
　今回の僕はいつもとは違います！　君との文通の中でこれ以外のときには，余りに度を
越えて君を待たせることは１度もなかった，と僕は断言できます。しかし現在，この責任
が僕にあることは否定できません。ハイデルベルクから招聘の話があった折り，君はこの
前，返事をするのは僕の任務だろうと書いてきたが，それを責めることなく君は寛大な態
度を見せるので，僕の方はただ恥じ入るばかりです。そして ― 僕はいかに頑なになって
いたことか！ ― 僕は３週間もの間，それに答えることなく，いつもこの問題を胸に抱え
続けてきた。そして，いかに多くの，僕にはまったく縁遠い人たちに対して，この直近の
数ヵ月間，手紙を書いてきたことか。その一方で，君こそ，僕の返事を要求するはるかに
正当な権利をもっていたのにね。しかし，まったくの赤の他人から僕に対して余りにたく
さんの要求がなされるため，そのせいで何と僕自身のためにも，また，友人たちのために
も何もできないことか，それが僕の今の悩みの種です。どんなに多くの人びとが ― 老い
も若きも，家に居ようが居まいが ― 僕のところに押し寄せてきて，僕からどれだけの時
間を奪っていることか，君には想像もつかないだろう。僕自身のものだった午後は，週に
１日
4 4
たりとてなかった。いつも誰かの訪問があり，いつも誰かに邪魔されていた。とりわ
けロシアはこの学期中，本当に有無を言わさぬやり方で，僕にはっきりとその存在を感じ
させたのだ。たしか以前その人について君に書いたことのあるガリツィン侯爵，彼は今第
３学期に僕の講義を聴講しており，家族同然のつき合いをする親しい友人となっています
が，今学期にはさらに５人のロシア人講師がその彼の仲間に加わっています。侯爵と僕と
の親密な知人関係が，彼らにとっては僕への橋渡しとして使われ，そして，僕は侯爵への
配慮から，そうでない場合に僕が割くことになる時間とは比較にならないほど多くの時間
を彼らに割り振る羽目に陥ったのです。これになおその他のさまざまなことが加わり，こ
の事態の結果は次のようなものになってしまった。つまり，本当に午後という午後は毎日，
誰かを「迎え入れ」，「謁見を許さ」ざるを得なくなったのです。午前中の９時から11時は
「インスティトゥティオーネン」（法学提要），３回か４回の時もありますが，12時から１
時は演習，複数週にわたり夕方の６時から７時はダブルで「法学提要」が行われ，それか
ら毎午後，時おり３時間か，それ以上に及ぶ訪問を受けます。さあ，君自身に問いかけて
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みて下さい。僕のようなごく普通の研究能力をもった男に，学問のために生きる時間と力
とがまだ残っているかどうかを。学期を総括して見ると，そのすべては教えることと他人
への個人的な犠牲的奉仕に吸い取られてしまっています。僕が何を学んだのか，僕が何を
読んだのか ― 両者は周知のように必ずしも一致しません！ ― そんなことはどうでも
いいんです。僕は何１つ仕上げてなく，何１つ印刷に回してはいないのです。もちろん，
このように僕が時間を犠牲にしたことは，まったくの無駄になったわけではありません。
それはゲッティンゲン大学のためになるだろうと思われますし，そして，ゲッティンゲン
大学の価値を高めることは，今や僕の主たる着眼点であることに違いありません。諸々の
状況からして，これを僕の主要義務であるとして自分に課しており，また自分自身のため
に，僕は，その義務をできる限り有効なやり方で果たすべく努力しなければなりません。
というのは，僕がゲッティンゲンのためにもたらした利益が，僕の給料に見合っているの
かどうかという疑念を引き起こさせてはいけないからです ― 僕は引っ張って行かなけ
4 4
ればなりません
4 4 4 4 4 4 4
。さもないと，僕の地位は道徳的に揺るがされることになるからです。今
まで僕はありがたいことに，それに成功してきました。僕たちは今学期，幾人かの追加登
録をした学生たちのおかげで，ここ40年来ではじめてまた４番目の百台に達したのです，
つまり302名に上りました。１度くらいは400名の大台にのせたいという僕の功名心はつい
え去っていきます。その大台にのせたときには，僕は自分の人生で最も困難な事をやり遂
げたと思うことができます。そう評価できるためには，君は次のことを知っておく必要が
あります。すなわち，ゲッティンゲンは，基本的に学生にとっては，まったくいまいまし
いほど退屈な田舎町であること，つまり，大学を選ぶに際して，ただ学ぶという目的だけ
を念頭に置くような学生たちによってのみ，この田舎町は選ばれ得るということを知って
いなければなりません。そして，このような少数派はゲッティンゲン以外にもなお他のい
くつかの大学，つまりベルリン，ライプツィヒにもおります ― そして喜ばしいことに，
今ではテュービンゲンにもいます。貴学テュービンゲンの法科の学生たちは，今やもう君
たちをまったく優秀なものにしています。僕は先日君たちの学生登録簿を見て，そこにま
るまる２頁にわたって外国人が登録されているのを目にして本当にビックリしました。ブ
ラボー！　ベルリンに登録している非プロイセン人の人数が今ではいかにみすぼらしいこ
とか，いまだに100名にも満たないのです！　ハイデルベルクはこれからどうなるのだろう
か？　われわれ皆を，ライプツィヒでさえも打ちのめさずにはおかない，あのハイデルベル
クは！　ファンゲロウ（1）が以前僕に確約を与えながら，後になってそれを破ったことに，僕
がどれほど心を痛め，また，どれほど苦々しく感じているか，それを君は知っています
― 僕は数年にわたって，その打撃から立ち直れなかった。そうして，ハイデルベルクが
すっかり嫌になっていたので，以前は行けるときにはそこに行っていた僕が，今ではそこ
を避けています。ハイデルベルクは，今にもふたたび血を流し始めるかもしれない僕の心
の傷だったのです。この傷は，今ではもうすっかり癒えました。そうなってからというも
の，僕はハイデルベルクの申し出をすげなく断り，そこからいまだ誰にも提示されたこと
のないような条件をもはねつけることができるような状態にまでなったのです。僕が君に
13
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手紙で書いたかどうか，僕にははっきりしないのですが，僕が２度公式に（上級視学局局
長のノーアク（Noak）を通じて）招聘され，そしてそれを断った後で，ジョリ（2）自身がも
う１度僕に招聘を打診してきたこと，その時，彼は僕に7500フロリーン銀貨の俸給と385フ
ロリーン銀貨の住居手当てとを申し出たのです ― 僕の最新の，かなり昇給した後の，今
ここでもらっている額よりも100フロリーン銀貨以上も多い額です。そして，どれほどの美
辞麗句でこの黄金の中身が包まれていたことか！　まさにジョリこそが，僕が思っている
通り，その当時僕の代わりにヴィントシャイトが招聘されたことを僕が感謝すべき当の人
だったのです〔1871年ヴィントシャイトは，ファンゲロウの後任としてハイデルベルクに
着任する〕。君はだから理解できるはずです。彼からこのような取り扱いを受け，そして，
法学部の将来はいつに僕の獲得にかかっていると僕をしてそう言わせることが，僕の心を
とくに癒してくれたことを。でもそうは言っても，当時のヴィントシャイトの招聘と僕の
却下とがどのような関係にあったのか，また，ジョリ以外でなお誰か他の人が関与してい
なかったのかどうか，それらのことについていつか知ることができればなあ。
　僕はどうであったかを正確に知ることなく，このようなおしゃべりをしてしまいました
が，根本において手紙というものは，口頭での対話の代替物である以上のことを成し遂げ
ることはできないものです。そして僕はこのようにして静かに元気に続けて行くことでし
ょう。僕が自分の一生のためにゲッティンゲンでの職に就いたこと，それは第１に言わな
くてもいいことです。たしかに僕はむしろ次のように望んでいたからです。つまり，運命
が僕をもっと素敵な地域に，ハイデルベルクとかボンとかに連れて行ってくれていたらな
あ，と。しかしながら，こんなことはともかく起こるはずもなかったので，僕もまた自分
の運命に甘んじたのです。僕は自分の講義のうちで，今学期はとりわけパンデクテン演習
に大いに満足しています。学期が終わってはじめて知ることになる受講者数は，とにかく
70名を越えていました。
　お互いに収穫の多い休暇でありますように！　僕と妻から君と君のご家族に心からのご
挨拶を送ります。
昔と変わらぬ友情を込めて
君の R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　Vangerow, Karl Adolf von （1808-1870）：1808年６月５日にマールブルク近郊に生まれ，1870
年10月11日にハイデルベルクにて死去。法学者。1837年マールブルクで法学の正教授に就く。1840
年ティボー（Thibaut）の後継者としてハイデルベルクに移る。彼の卓越した教育才能は，彼の
パンデクテン講義を聴くために全ドイツからの学生を集めた。学問的には彼は特定の方向を取っ
ておらず，彼の実証主義は実務ではなく，むしろ授業や法学教育に向けられていた。彼の主著：
Grundriß zu den Pandekten （1838-46）は，体系的ではないものの，素晴らしい，理解できるパ
ンデクテン教科書として，ランツベルク（Landsberg）は，ドイツ法学の栄光時代の業績の１つ
に数えている。イェーリングはこのファンゲロウに対しては，ハイデルベルクへの招聘の件で煮
え湯を飲まされた経験をもち，好意的ではない。いくつかの手紙でくり返しその件が語られる。
⑵　Jolly, Julius August Isaak（1823-1891）：1823年２月21日にマンハイムに生まれ，1891年10月14
日にカールスルーエで亡くなる。法律家であり，バーデンの政治家。ジョリは，ファンゲロウの
14
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弟子であり，1857年ハイデルベルクの員外教授に就く。1861年に閣僚人生の道に入る。後年，長
期にわたりバーデンの大臣を務め，その後会計検査院の長官となった。彼は，”Archiv für 
Wechselrecht” 誌上に手形法・有価証券法に関する多くの論文を発表している。主著：Das Recht 
der Aktiengesellschaft, in: Zeitschrift für deutsches Recht und deutsche Rechtswissenschaft, 
1847；Die Lehre vom Nachdruck （1852）.
15
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95. An Bernhard Windscheid.
Göttingen, 8. Juli 1874.
　　　　わが親愛なるヴィントシャイト！
　講義と学部判決団会議（１件につき３回，各３－４時間ずつ）と手紙書きによって極度
に時間を取られたけれども，君が立法委員会のメンバーに任命されたことに対して，おめ
でとうの言葉を２言３言述べずにはおられません（1）。事柄への興味とともに君への個人的
関心においても，僕は功績多い高い顕彰だと喜んでいます。僕の考えによれば，われわれ
ロマニストの間では，この機会にローマ法を代表することに君ほど最適任の人は他に誰も
いませんし（ヴェヒター（2）は年を取り過ぎているので），またローマ法文献が掘り出してき
たもののすべてを，君ほど完全にかつ確実に委員会に意のままに使いこなさせる人は他に
いません。君がこのように高く評価されたことは，君の人生のなかでも最も素晴らしい，
かつ，最も価値ある出来事の１つであるに違いない，と僕が思うのは当然でしょう。
　君の選出について僕がどう思っているかを僕の口から聞くことによって，君が元気にな
ってくれますように。これ以外の報告をするには，僕には絶対的に時間が不足しています。
奥方にくれぐれもよろしくとだけお伝え下さい。
君の R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　1874年ヴィントシャイトは，バーデン政府の提案に基づき，ロマニストの代表としてドイツ民
法典編纂第１委員会に呼ばれ，1883年９月末まで委員として活躍する。1888年に公表されたBGB
第１草案は，「パンデクテンの概説的教科書」（ギールケ）とか「小ヴィントシャイト」（ベール）
と呼ばれたほど，民法典の起草には大きな影響を残した。Nr.73の訳注⑴に既出。
⑵　Wächter, Karl Georg von （1797-1880）：ロマニスト。Nr.76の訳注⑹に既出。
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96. An Oskar Bülow.
Göttingen, 8. November 1874.
　　　　わが親愛なるビューロ！
　君はもう本当にどれだけ長く僕からの手紙を待ちわびたことでしょう！　ただ頭のなか
で考えただけで君に手紙が届けられ得るとすれば，君はもうすでに何ダースもの手紙を手
にしていることでしょう。しかし，呪わしいのは，手紙というものはまず書かれるべきだ
ということです。そして，僕の場合，それにはまだ時間がかかります。僕はそのことで自
分が年老いて行くことに気づきます。つまり，老人の億劫さが僕に訪れているのです。そ
して僕が手紙を書かなければならない
4 4 4 4 4 4 4 4
場合に ― そして，その種の機会は残念ながら年ご
とにますます多く僕のところにやって来ます ― 僕がこの億劫さに打ち勝つ術をよく知
るにつれて，僕はそれだけたやすく，どうしても書かなければならないという事情にはな
い手紙の場合，必ずその億劫さに負けてしまうという危険に陥ってしまいます。すなわち，
本来は〔書き手にとっても〕最も居心地のよい手紙の場合にこそ，まさしくそうなってし
まうのです。誰彼なしに皆，僕からの手紙をたくさん受け取ります。なぜなら，彼らは返
事を出さねばならないという切羽詰まった状況に僕を追い込むからです。そして，そこか
ら帰結されるのは，僕が自分の親友たちを後回しにしてしまうということです。幸いにも，
この親友たちとはとても気が置けない関係にあるので，しばらくの間は僕の手紙を受け取
らないでもきっと済ますことができます。とりわけ「ゾフィー夫人」〔Frau Sophie：ビュ
ーロの妻〕なら，友達のビューロが僕のかなり長い沈黙に落ち着いて耐えるようにと，き
っと気遣ってくれたことでしょう。
　僕は手紙をどこから始め，どこで終わるべきか？　人の生活を構成している些細な事柄
をもすべて報告すべきか，それとも，主要な出来事にのみ限定すべきか？　最後にそこに
多く残っているのは何か？　「彼は生き，妻をめとり，そして死んだ」（1）― 〔これをも
じって〕はっきり言ってしまうと，「彼は夏に講義を行い，休暇にカールスバートに行き，
今ふたたび講義を行っている」となる。それがエッセンスですが，それをも今いくらか薄
めようか。いや，まあいいか！
　休暇が始まるとすぐ，僕は，まだ行ったことのなかったカールスバートに出かけた。そ
この療法によって当初，僕の体は大いに変調を来たし，そのため，正しい温泉療法が施さ
れているのかどうか，疑わしく思ったものです。しかし，療法の後半では早くもいい効果
が現われて来て，自分は健康だなあと感じているところです。そして，このような気持ち
にはここ数年なったことがないほどです。
　カールスバートでは他の誰でもない，ヴェヒターと出会いました。彼は年を取ってはい
たが，しかし，今なおいかによく持ちこたえていることか，僕は本当にビックリした。彼
は２時間もの散歩をしていたし，またその記憶力は一向に衰えていませんでした。カール
スバートからは，ドレスデンを経由して家路につきましたが，ドレスデンに寄ったのは，
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そこで人類学会の共同主催人であり，かつ，講演を行わねばならなかった息子と会うため
です。その講演は誰からも大好評を博していました。友人のＸもまた若妻と一緒に居るの
をそこで見ました― しかし，彼は女房の尻に敷かれるようになっていました！　それ
が，かつてすべての亭主に対して最も辛辣なジョークを飛ばしていたのと同じ男なのです。
オー！　亭主たちよ，君たちはいかに辛辣にその男に仕返しをしたことか！　ギーセンに
は，「彼は言いなりだ！」という慣用句がありました。帰宅後，僕はブレスラウからロイタ
ー（2）の訪問を受けました。それから実に静かな時期がやって来て，その期間に，僕のまだ
いくらか弱々しい力が許す限りに，『精神』の続巻に取りかかっていました。すなわち，
「ことに」（in specie）目的要素に，つまり，僕にとって次第に，僕がかつて展開したこと
のある観点の中で最も実り豊かな観点の１つへと拡大していった，目的のモメントに取り
かかっていたのです。言うならば，そこには僕の現在の法律観全体が含まれているのです。
　僕が望んだよりも早く，ふたたび新学期がやって来ました。僕は大喜びで新学期に入っ
たわけではなかった。講壇にはじめて上がったときのように，あたかももはや講義をする
ことはできず，また，どもってしまうような気分だった。当時，誰か優しい妖精が十分な
収入を僕に贈ってくれていたなら，僕は躊躇なく教授職を投げ棄てていたでしょう。僕は
この妖精が来てくれればいいなと百回も願っていたし，パンデクテンを棒読みする代わり
に，僕の『精神』を先に進めるとすれば，どうすれば自分の力をはるかによりよく活用す
ることができるか，そんなことばかり考えていた。しかし，妖精にはやってくるつもりは
なかった。そこで僕は，またもや講壇に登らざるを得なかった。ありがたいことに，僕が
恐れていた以上にいい状態になり，今ではとくに動悸がすることもなく講義に行っていま
す。聴講者数には ― 当地の状況からすれば ― 満足できます。つまり，100名は優にい
るでしょう。もちろんライプツィヒの数に比べれば，それは取るに足らぬ数です。かの地
では，法学部生は今や海辺の砂ほどもいるのですから― 1,000名だそうです！　この素
晴らしさを，ハイデルベルクのベッカー（3）のそれと同じように，僕もまた享受できたらい
いのになあ。しかし，ねたんでいるのではなく，僕は喜んでここに留まっているのです。
人がおよそそうあらん限りの如く，ここで僕は本当に何と幸せなことか！　最近２－３日
ベルリンに滞在して，ブルンス（4）とデルンブルク（5）を訪問したとき，そのことがかなりは
っきりと僕には分かったのです。新規登録された学生数は，わが学部で現在までに119名で
す ― 以前の学生総数は160－170名だった。たとえライプツィヒではともかくも1,000名
の法学部生を擁しているにしても，僕にはここにやってくる１匹の子羊が嬉しいのです。
それは，ライプツィヒの人たちが，彼らの羊の群れ全体について喜ぶことができるのと同
じことです！
　ブルンスとデルンブルクと僕は，ベルリンで（１度大臣〔ファルク文化大臣か〕に会っ
て自己紹介したいという心積りがあって，その地へ出かけたのです）快適な時間を過ごし
ました。僕がかつて見せた― 無愛想（無作法―？？）を大臣はすっかり忘れ去ってい
た。その人はさすがに尊敬に値する人物です。しかし，彼のワインは実にまずかった。思
い切って口にすることもできなかったほどの上等な
4 4 4
ワインだった！　その点に関して，ブ
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ルンスは顔色１つ変えず平然としていた。僕の希望により息子以外の誰もそこには連れて
行かなかったが，彼のところの午餐会は比類なく素晴らしいものだった。― 僕がはじめ
てベルリンに敬意を抱くに至ったほどだ！　春には彼が奥方（夫人は僕にはとても好感が
もてます ― シュヴァーベンの女人でもあります）とともに僕のところを訪ねて来てくれ
るよう望んでいます。聖霊降臨祭にはここにいるはずでしたが，彼は病気になってしまっ
たのです〔そのため，イェーリングのところには来られなくなった〕。ゲッペルト（6）―
今や枢密顧問官！　もちろんきわめて紳士的でしたが，しかし，彼が一人前の枢密顧問官
になる蛹の段階にあること，また，そのために相当の努力をしなければならないことは言
うまでもありません。モムゼン（7）をも訪問しました。彼は僕に比べてとても愛想のよい人
です。ある晩，モムゼンのところでデルンブルクと一緒になり，そこでブルンナー（8），ベ
ーゼラー（9），ギールケ（10）とも出会いました。
　ではさらば！　君の「ゾフィー夫人」にはくれぐれもよろしく。
君の
Ｒ．イェーリング
　君はそんなにすぐにまた手紙を受け取ることはないでしょう！　君宛ての手紙を僕が書
くにはとても時間がかかるからです！
〔訳注〕
⑴　 “Er lebte, nahm ein Weib und starb.”：旧約聖書「創世記」のアダムの系譜の章において，ア
ダムをはじめとする彼の子孫たちについて，それぞれが「生きて，子をもうけ，死んだ」という
同じフレーズで語られており，そこに由来する，人口に膾炙した言い回しか。人の一生とは，所
詮，いや本質において，「生をうけ，生きて，子をなし，そして死んでゆくものだ」という意味合
いのものか。
⑵　Reuter, Hermann Ferdinand（1817-1889）：1817年８月30日にヒルデスハイムに生まれ，1889
年９月17日にクライエンゼン駅にて死去する。福音派の神学者。1855年ブレスラウから正教授と
してグライフスヴァルトに招聘され，1866年にはふたたびブレスラウに戻る。1876年にはまたそ
こを去り，ゲッティンゲンに赴いた。当時の指導的な教会史家として「歴史的方法」の台頭に尽
力した。主著：Geschichte Alexanders Ⅲ. und der Kirche seiner Zeit （1845-64）；Geschichte der 
religiösen Aufklärung im Mittelalter （1875-77）；Augustinische Studien （1887）.
⑶　Bekker, Ernst Immanuel（1827-1916）：1827年８月16日ベルリンにて著名な文献学者Immanuel
Bekkerの息子として生まれ，1916年９月29日ハイデルベルクにて死去する。パンデクティスト。
1857年グライフスヴァルトでも，1874年ハイデルベルクでもヴィントシャイトの後任として着任
する。文献学的には最も優れた形で基礎教養を身につけたロマニスト，最後の偉大なパンデクティ
ストたるベッカーは，歴史法学派には批判的な立場を取っていた。彼は自然法の敵対者であった。
一切の自然法的なものを否定するベッカーは，『ローマ法の精神』の中に何か自然法的なものを嗅
ぎ取ることができると見なし，それに反対していたため，初期にはイェーリングとの間でもある
対立関係にあったが，後年になってイェーリングと友人関係を結ぶに至った。1892年にはイェー
リングを記念してErnst und Scherz über unsere Wissenschaftを著した（言うまでもなくイェー
リングのScherz und Ernst in der Jurisprudenzのもじり）。ベッカーは雑誌 ”Kristische 
Vierteljahresschrift für Gesetzgebung und Rechtswissenschaft” の共同編集者をも務めた
（1857-63年）。主著：Die prozessuale Konsumtion des römischen Privatrechts（1853）；Die 
Aktionen des römischen Privatrechts（1871-73）；System des heutigen Pandektenrechts（1886-
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89）（未完）。
⑷　Bruns, Karl Georg（1816-1880）：1816年２月24日にヘルムシュテットに生まれ，1880年12月10
日にベルリンで死去。新しい歴史法学派の支持者であり，ヘーゲルの弟子であったブルンスは，
1849年正教授としてロストックに，1851年にはハレに，1859年にテュービンゲン，そして1861年
にはベルリン大学に招聘される。ベルリンではサヴィニーの後継者となった。中世研究家のなか
で重要な地位にあったにもかかわらず，彼は後期には旧歴史法学派に接近した。主著：Das Recht
des Besitzes （1848）；Besitzklagen des römischen und heutigen Rechts （1874）（この著作でブル
ンスは，イェーリングの見解に，つまり占有保護を所有権保護から引き出すことに反対していた）。
⑸　Dernburg, Heinrich（1829-1907）：1829年３月３日にマインツに生まれ，1907年11月23日にベ
ルリンで死去。1847年から1850年ギーセンで法学を学んだデルンブルクは，1850年に学位を取得
し，1851年にハイデルベルクのファンゲロウの下で教授資格を得た後，1854年に員外教授として
チューリヒに呼ばれ，１学期後には正教授に任命される。1862年にはハレへの，1873年にはベル
リンへの招聘に応じる。ベルリンで彼は死ぬまで教授，上院議員，王室法律顧問として活動する。
主著：Das Pfandrecht nach den Grundsätzen des römischen Rechts, 2 Bde.,（1860-64）；
Lehrbuch des preußischen Privatrechts, 3 Bde., （1871-80）；Pandekten, 3 Bde., （1884-87）.
⑹　Göppert, Heinrich Robert （1838-1882）：法学教授・文化省大学局長。Nr.81の訳注⑶に既出。
⑺　Mommsen, Theodor （1817-1903）：ローマ法学者・ローマ史家・古代碑文研究家。ノーベル文
学賞受賞者。Nr.87の訳注⑸に既出。
⑻　Brunner, Heinrich（1840-1915）；法史家（ゲルマニスト）。1840年６月21日にオーストリアの
ヴェルスに生まれ，1915年８月11日にバート・キッシンゲンにて死去。ウィーン時代ジーゲル（H.
Siegel）によってドイツ法史学に導かれ，オーストリア歴史研究所では諸歴史補助学の素養を積
み，早くにゲルマン－ドイツの法発展の研究という生涯の道に至る。1865年ウィーン大学で教授
資格を得，翌年には員外教授，1868年にはレンベルクの正教授，1870年にはプラハの正教授とな
る。1872年のシュトラースブルクへの招聘は故国オーストリアとの別れとなり，1874年にホーマ
イア （ーC. G. Homeyer）の後継者としてベルリンの法史講座を引き継ぐ。終生ベルリンにとどま
り，文筆活動・教師業に精を出す。主著：Deutsche Rechtsgeschichte, 2 Bde.,（1887-92）；Die
Entstehung der Schwurgerichte （1871）；Grundzüge der deutschen Rechtsgeschichte （1901）.
⑼　Beseler, Karl Georg Christoph （1809-1888）：法史家（ゲルマニスト）。Nr.84の訳注⑸に既出。
⑽　Gierke, Otto Friedrich von （1841-1921）：法史家（ゲルマニスト）。1841年１月11日にシュテッ
ティンに生まれ，1921年10月10日ベルリン－シャルロッテンブルクにて死去する。1857年から60
年までベルリンで法学を学ぶ（その間３学期をハイデルベルクで過ごしている）。1866年の戦争に
は後備軍の少尉として参加した。ベーゼラーの影響を強く受け，またホーマイアーの指導を受け
た教授資格請求論文の準備中に，ドイツの団体の歴史と法という彼の生涯の研究領域が定まる。
1867年以来，私講師としてベルリンの講壇に立ち（venia legendi für germanistisch-juristische
Lehrgebiete und Staatsrecht），大尉として独仏戦争に参加したギールケは，戦争中のチューリヒ
への招聘は断る。1871年ベルリンで員外教授に任命され，同年ブレスラウに正教授として移る。
1884年ハイデルベルクの正教授，1887年ベルリンの正教授となる（1902/03年には学長）。主著：
Das deutsche Genossenschaftsrecht, 4 Bde.,（1868-1913）；Johannes Althusius und die
Entwicklung der naturrechtlichen Staatstheorien （1880）；Deutsches Privatrecht, 3 Bde., （1895-
1917）；Das Wesen der menschlichen Verbände （1902）.
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97. An die Buchhandlung von Breitkopf & Härtel.
Göttingen, 31. Dezember 1874.
　　　　拝啓
　私はかなり前から，他の仕事の合間合間に時間的余裕が生まれるたびに，拙著『ローマ
法の精神』のある部分に取り組んできていますが，その部分は長い間熟考を重ねてきた対
象でもあります。私は今や以下のことを確信致しました。つまり，あの作品のなかでこの
論点のために空けてやることのできる余地は，非常に豊かな内容をもつこの対象を完全に
展開するにはあまりに少なすぎること，したがって，私には次の選択肢しかないこと，す
なわち，それを目立たないように圧縮してしまうか，あるいは，私の作品の配列のなかで
バランスがかなり損なわれようとも，それを全面展開の形で取り入れるかのいずれかしか
ないということです。このような状況のなかにあって，私は最終的に次のような決断に至
りました。つまり，私の研究を別稿として公刊し，そこから『精神』のなかに入れられる
べき論点だけを圧縮した形で『精神』の方へ持っていくという決断です。
　勝手ながら，貴社に対し出版のため，その論稿をここに提供させていただきます。その
タイトルは以下のようなものになるでしょう。すなわち，「法における目的要素，とくに
ローマ法に関連して」（Das Zweckmoment im Recht, mit besonderer Beziehung auf das 
römischen Recht）〔後年の『法における目的』の書名は当初かように構想されていた〕，ま
た，およそ８－10印刷ボーゲン〔枚葉紙（印刷用に裁断した紙葉）〕になるでしょう。この
論稿は一面で法哲学の方を向いており，他面で実用的法律学の方を向いています。そして，
その他に，私が自分自身の事柄について正しい判断を下すとすれば，それは大いに公衆の
関心を惹き起こし，内的価値の点では，私の『権利のための闘争』に引けをとることはな
いでしょう ― そのなかには法全体を貫く私の新しい考え方が含まれていますが，その新
しい考え方は，私のなかで解明されて，すべての帰結に至るところまで発展させるために
は長い年月を必要としました。さて，出版社としての成功に関しては，私は信じているの
ですが，貴社は，この論稿が私の『ローマ法の精神』の補完作品であると表示されれば，
それだけいっそうまったくのところ御安心いただけるものと思います。いずれにしても序
文において ― タイトルページに書かれていようともいまいとも，そこは私にお任せくだ
さい（出版社の側からすれば，いずれにせよ，何が最も効果的なものでしょうか）。まさに
この出版社として成功するかしないかということは，私が貴社に提案させていただく条件
を考える際にも，同時に本質的なファクターとなっております。私の原稿料は，『闘争』の
場合，最初の３つの版までは1,200部につき（第１版に際して，出版社と私の側からの寄贈
目的のために刷られた多くの部数は含まれておりません）50フロリーン・オーストリア銀
貨＝30ターラーであり，第４版（大衆版）では3,000部について特別の取り決めが行われま
した。私のこの論稿に対しても30ターラーという同じ原稿料をいただきたいですし，そし
て，貴社の以前の意思表明を考慮すれば，私が貴社に小売価格の見積もりに関して完全な
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自由を認めるならば，この要求は貴社から異議を唱えられることはないだろうと思ってい
ます。発行部数について貴社なら
4 4 4 4
1,200部を見込んでおられるでしょうが，さらにその場
合，私用に
4 4 4
なお50部を特別に刷ってもらえるといいのですが。それ以降の版についての取
り決めは，私たち双方で留保しておきましょう。すなわち，出版社としての成功が私たち
双方の期待を上回ったならば，第２版に際して，小売価格を引き上げられるかどうかがわ
からないからです。私たちは年来の知己です。したがって，双方の正当な要求にかなう条
件というベースの上で容易に１つにまとまるでしょう。それとも，第１版の部数を増やし，
それに応じて小売価格を引き上げることによって，今やもうすでに原稿料の相当な引き上
げを行う方をお選びでしょうか？　当方としてはその方へ貴社を誘う気持ちはありませ
ん。というのは，貴社には出版社としての成功を計るためには，私の名前と私の ― ひょ
っとするときわめて当てにならない ― この論稿の価値に関する自己評価以外に拠りど
ころとなるものが目下のところないからです。いずれにしましても，私の提案を貴社の方
でご判断いただきたいと思っています。
　外国語への翻訳の権利については，今回，私たちは留保しておきたいです。この権利が
金銭的に活用されうるものかどうか，そして，その場合には，貴社と私の双方の要求がど
のようなものになるのか（それに関して，貴社はおそらく意思表明してくださることでし
ょう），私にはたしかに分かりません。しかし，いずれにせよ，私たちにその可能性のある
ことは確実です。私の『権利のための闘争』は，すでに６ヵ国語に翻訳され発行されてい
ます ― その１つにボヘミア語のものさえありますが，その著者〔＝翻訳者〕は，あらか
じめ私に問い合わせることを要するとは思っていなかったようです ― いくつかのもの
が今なお翻訳中です。そして，同じく今では『精神』の翻訳も複数行われています（ロシ
ア語への翻訳は，モスクワのある学生団体によって予約注文を受け，すでに確定的です
― 同じく私の事前の許可なしのものです ― フランス語への翻訳は，礼儀正しくもあ
らかじめ私に問い合わせてきたものの，この作品〔『精神』〕より前に私の『占有論』を翻
訳することになる，あるベルギー人法律家によってペルモンドで行われています ― 英語
版は，同じくこの問い合わせを守ったシンシナティのあるアメリカ人によって行われてい
ます）― これらはすべて，しかし，そこから最少の金銭的利益さえも私のところには届
かないでしょう。自分の著作が翻訳され出版されるかもしれないという可能性を前もって
考慮に入れていたならば，私は法律上定められた留保を行っていたでしょうが ― 今で
は，かつて出版された著作についてはもう遅すぎますが，将来については予見しておこう
ではありませんか。『精神』の続巻のための留保は有効でしょうか？　貴社なら私よりその
点を良く御存じのことと思います。
　貴社に新年のご挨拶を申し上げますとともに，新年には私の著作がまたしても貴社のと
ころで印刷されることを嬉しく思っております。
敬具
R. v. イェーリング拝
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98. An die Buchhandlung von Breitkopf & Härtel.
Göttingen, 1. November 1875.
　　　　拝啓
　貴社が，拙著〔『法における目的』〕の印刷を秘密にしておくよう，社員の方々に緘口令
を敷くことで，おそらくかえって逆に成功を招くだろうと推量されるなら，残念ではあり
ますが，まったくおっしゃる通りだと思います。ですから，もし貴社がそれを引っ込めら
れるなら，その方を私は一番にお勧めいたします。しかし，何か情報が漏れ，問い合わせ
が来た場合には，その作品は決して来年の秋より以前に出版されることはないという返答
だけはしたい，と貴社が望まれるなら，それはそれで私の方に異存はありません。という
のも，私はその作品の練り上げを組版中もしていましたし，また，貴社のこれまでの経験
からして，そのためにとても多くの時間を使ってきたのですから。当方では，春には完全
に仕上がっていると思いますが，それこそ読者には知らせないでおきましょう。
　その作品に関して，先日ある風変わりな申し出が，私にはずっと以前からすでに口頭で
行われていたものですが，文書によってふたたび行われました。私に心服する弟子たち
― 私はたしかにもっと正確に表現しなければなりませんが，若者たち ― のなかにロ
シアの侯爵ガリツィンがおります。彼はすでにして成熟した年齢に達しており，高い一般
教養の持ち主です ― ローマ法の熱烈な愛好家なのです。同人は１年半のゲッティンゲン
滞在中に私ときわめて親密な関係になり，拙著のことを，それが書かれる前からすでに口
伝えによって知るに至りました。彼は，その著書のドイツ語オリジナル版が出版されるよ
り前に，彼の故国でロシア語の翻訳版がまず最初に発行されることを今やこの上なく切望
しており，ロシアで良い出版条件を入手できるものと考えていました ― 私自身にはもち
ろんとても楽天的なものと思えた期待を抱いていたのです。先日，彼は私に手紙を書いて
寄こし，その中で改めて彼の計画のことを取りあげていますが，もちろん彼は今日まで出
版社と話し合いをしておりません。というのは，翻訳の許可が与えられるかどうかは，私
のみならず貴社次第でもあることを彼は心得ていたからです。彼は貴社からこの許可をも
らうよう，私に要求するとともに，貴社にはその許諾に対して，それ相応の利益を提供す
る権限を私に与えております。そこで，もし私が１ボーゲンにつき５ルーブルの原稿料の
値引きを貴社に申し出たとしても，それに対して彼は必ずや同意するもの，と私は思って
います。万一貴社がそれ以上をお望みならば，彼は貴社に対しもっと多くのことを承知す
るだろうと私は確信している旨，お知らせ申し上げます。貴社の方では，彼とは何の関わ
りもありませんし，貴社は単純に原稿料の割引きによってその金額を受領するだけです。
その一方，私の方は彼と私との関係からして補填は完璧になされるものと確信しています。
　どうやら，侯爵の計画全体の出費を負担することになるのは彼自身です。そして，彼
― とても裕福な男 ― にとって，この出費は些細なものです。彼の功名心は純粋にナ
ショナルなものです。彼は，私の作品がまず最初にロシア語で発行されるならば，それを
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― 彼がともかくそうであるような熱狂者は ― 自分の祖国にとっての誉れであると見
なしています。私の方からは，それに対して何の異論もございません。ドイツの法律家た
ちが私の著作を１ヵ月から１ヵ月半早く手にするか否か，そんなことにはいささかも関心
がありません。そして，わが国の人びともまた同じくそのことに関心はないと確信してい
ます ― その反対に，まさに多くのドイツの同僚たちは，その作品を読まなければならな
い苦労をなお２，３年免れることができるなら，彼らは喜んでその方に満足するだろう！，
と私は思います。
　貴社が私の提案を受け入れて下さるなら，刷り上がったばかりのボーゲンごとに，それ
がロシアで翻訳されるように，直ちにロシアへ送付いたします。そして，ドイツ語のオリ
ジナル版ができあがったならば，ほんの数週間後には，その作品はロシアでも出版され得
るでしょう。その結果，出版までの猶予は全体でせいぜいのところ１ヵ月半から２ヵ月半
しかないでしょうが。
　どう見ても，貴社の利害の観点からも，この計画に対しては何らの異論もあり得ないで
しょう。というのは，ロシア語の翻訳版によって減少するドイツ語版の売れ行きは，申し
出た原稿料の割引きによって補填される以上のものとなるでしょうから。
　御好意ある御返事をお待ち申し上げます。
敬具
Dr. R. v. イェーリング拝
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99. An Bernhard Windscheid.
Göttingen, 31. Dezember 1875.
　　　　わが親愛なる友よ！
　僕は君の手紙への返事を本年の最後の時間まで引き延ばしてしまいましたが，僕が手紙
の借りを返さないままに，少なくともこの年と別れることはありません。僕の『法におけ
る目的』（Zweck im Recht）に係る研究は僕にとって，いつものように，期待していたよ
りもゆっくりとしか捗りません。そのため，すでにもう長い間僕を悩ませてきた章を仕上
げてしまわないまま，手紙を書く方に取りかかる決心がつかなかったのです。昨日の夕方，
この地点にたどり着き，そこで今日という日を，僕の怠慢の罪をできる限りまだ旧年中の
うちに償うために，日がな１日中手紙を書くことにのみ費やしているのです。
　まずは，君がそうしたように，僕にも君が贈ってくれた新版のお礼を言わせて下さい。
いつものように僕は，君の素晴らしい研究能力に感嘆しています。君は新版において正確
に文献参照を行うことによって，またしても説得力をもって，その能力を証明したのです。
僕にすべてが備わっているわけではないですが，いろいろ見比べてみると，至るところで
細心の注意を払う手の存在に気づきました。その手によって絶え間なくすべてが書き加え
られ，１部は新しく作り直されていました。僕の研究のやり方も，学問にとって役に立た
ないわけではないと確信していても，僕の心は安らぎを得ることはなかった。つまり，ど
れほど僕は，文献を正確に知り参照する点で君に後れを取っているか，また，どれほどし
ばしば僕は，自分の学識すべてを君から汲み取らざるを得なかったか，そうしたことをわ
が身に突きつけるならば，僕は自らを非難するしかないでしょう。しかし，もし君を自分
の模範にと望むならば，僕が僕であることを止めなければならないだろうし，とりわけ今
取り組んでいる著作をも決して終わらせるには至らないだろう ― 文献を読んでいれば，
僕がそうするように，ああでもない，こうでもないとまったく一心不乱に考え込んでしま
う暇など生まれて来ないであろうに。君や数多くの他の人たちにとっても，それ，すなわ
ち，永遠に続く模索，探求，草稿作り，そして書き直しに伴って起こる，ぞっとするよう
な時間のロスは，本当に耐えがたいものだろうなあ，と僕は確信しています。そして，僕
もまた，自分の運命をしばしば心の底では呪っているのです。君が１ヵ月間研究をしたな
らば，何をもたらすことができたかが，君には分かります ― 僕がそれを行った場合，僕
はしばしば１ヵ月後もまだ同じ場所にいるのです。僕はその間ずっと堂々巡りをしていた
にすぎなかったのだ。僕が数週間のあいだ取り組んでいた部分は，しばらくたってざっと
目を通してみたときに，しばしば全面的に破棄されてしまいます ― いったい，すべての
仕事のうち何が残っているのか？　僕に苦い後味が残り，意気沮喪感と自分自身の能力に
対する絶望感とにさいなまれるのは稀なことではないのです！
　君は手紙のなかで僕たち２人の見解の相違に触れています。それなくしてはいかなる学
問も１度たりとも存在し得ないこの事実を，誰しも僕のように正当に，かつ，個人的に偏
25
岡　法（68―２）
一〇二
270
見なく判断する人はいないことを納得されよ。事実に基づいた反論というものに対しては，
僕は生涯１度たりとも腹を立てたことはなかった。僕が腹を立てたのは次の場合のみです。
つまり，その反論が正当な形で行われなかった場合か，あるいは，その人には反論するだ
けの資格がないと僕が見なした，その当の彼が敢えて僕を押さえつけたり，僕の誤りを正
したりした場合のいずれかでした。それはそうと僕は，君の本の新版において文献を詳論
しているなかで，しばしば批判のコメントが書き添えられているのを発見して，そのこと
を喜んでいます。それは文献に関する情報を与えるものとして，判断能力の弱い者にとっ
ては最高に価値多きものと僕は思っています。
　ミュンヘンとハイデルベルクにいたとき，君と君の奥方がそうあればいいのになあ，と
思っていた満足のゆく境遇がライプツィヒでふたたび得られたことを，僕はすでに他の筋
から聞いて知っていました。そして，君がライプツィヒに来て，本当に良かったと思って
いることは，僕にも嬉しい限りです。ライプツィヒは，僕のこんな個性のゆえに自分にふ
さわしい場所であったかどうか，僕はとても疑問に思っていますが，ライプツィヒが他の
ほとんどの人にとってはふさわしい街であり得ることもまた，僕にはとてもよく分かって
います。僕もライプツィヒへの招聘を辞退したことを後悔していないし，君もまたその招
聘の受諾を後悔していない。僕たち２人は幸せ者だ。僕が自分の生涯で何か悔やむことが
あるとすれば，それは，ハイデルベルクへの招聘をもっと早くに受け取らなかったことで
す。それはひょっとすると本当に僕のために役立ったかもしれません。もしそうであった
なら，僕はここより限りなくはるかに楽しく暮らしていたことでしょうが，ここではそん
な楽しい生活はほぼ不可能です。僕の最大の幸福は，家と庭と，そしてそこに幸せがある
ことです。そして幸いにも，僕を取り巻くものすべてはとても満足すべきものです。この
満足感は，運命がまったく望み通りに生活を整える機会を恵んでくれたとしても，それを
どのように変えるのがいいのか，僕には分からないほどです。というのは，完璧な幸せと
いうなら，その点で僕に欠けている唯一のもの，すなわち，亡き妻を生き返らせることな
どできないからです！〔1867年に亡くなった２番目の妻イーダを指す。彼女との間に６人
の子どもを授かった（そのうち１番末の子は生まれて３ヵ月足らずで亡くなっている）〕。　
彼女が子どもたちと再会できたなら，彼女はどれほど幸せでしょうか！　けれども過去は
現在に対してもはや何らの権利ももっていません。そして，僕が自分に与えられた幸福を
素直に受け止めないとすれば，僕は恩知らず者でしょう。もし運命が僕自身を，現在の僕
とは違うものに変えられるとすれば，僕は，自分の考えていることを，たやすくきちんと
した形で表現できる天賦の才能を授与して欲しいとお願いするでしょう ― この特性の
欠如のため，僕の著作活動は，しばしば信じられないほど困難を極めるものになるのです
から。
　ここでふたたび文献研究の話に戻りつきました。そこで，この裏面を使って，僕の『目
的要素』と『精神』に関する君の質問に答えることにします。夏のうちに前者『目的』を
君に送付できると思っています。そのときは，長いあいだ僕にのしかかり，僕が『精神』
をさらに続行させていくのを妨げていた夢魔から解放されますし，また，そのときには，
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1877年に『精神』の続巻を〔出版社に〕引き渡せるものと思っています。
　たった今，子どもたちが僕の部屋に闖入してきて，君への手紙を書くのを止めるように
と言っています。そして，この要求は不当なものではありません，そうこうするうちにも
う９時になってしまったのですから。そのため急いで終わりにします！　最後に君の御家
族の皆さん（とくに代子ちゃん）に心からの挨拶と新年のお祝いを申しあげます。君の次
の手紙では１度，君の子どもたちの話を聞かせてください。願わくば，来年には会えます
ように。おそらく僕たち２人のためには，君たちが聖霊降臨祭のころに僕たちを隣人訪問
できるようになっているといいなあ。けれども，それについてはまたいつか他のときに。
昔ながらの変わらぬ友情を込めて
君の
R. v. イェーリング
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100. An Frau Auguste von Littrow=Bischoff.
Göttingen, 28. Mai 1876.
　　　　敬愛するご婦人であり友である人！
　貴女に手紙を書くために腰を下ろすにあたって，今回ほど重苦しい気持ちになったこと
はいまだかつてありません！　それはパンを請われて石を与える人のような気分です
― 私は自発的には石を与えることはしないという，もちろん重要でないとは言えない違
いがあるだけです。しかし，それにもかかわらず私は恥じ入っております ― 私のせいで
はありませんが，私が置かれている立場のゆえに。敬愛するご婦人よ！　ラウベ（1）の誕生
日のお祝いと，それが彼の100歳の誕生日祭であったとしても，その時ですら，そのお祝い
とゲッティンゲン大学の教授のような人とは― 相容れない対立関係にあります！　お
恥ずかしいことですが，貴女に白状しなければなりません。私は貴女の考えに賛同して一
肌脱ごうと努力したにもかかわらず，私と親密な関係にある人びとの間でさえも，そのよ
うな煮え切らない態度と無関心とに思いかけずも出合ったのです。そこで，もっと広い範
囲の人たちに貴女の考えに関心をもってもらおうという，北極探検に出かけるような考え
が私のなかに芽生えました ―〔しかし，出合うのは〕氷塊ばかり，もしくはより正確に
言えば，氷の塊ではなく，丸ごとの氷山ばかりです！　私の同僚たちについて余り厳しす
ぎる評価はしないでください。彼らのうちのほとんどの者は，長年にわたり演劇について
ほとんど何も聞いたことがありませんし，ましてや観たこともありません。そして，ホー
フブルク劇場のために行ったラウベの功績について，ここの誰が何ほどかを知っているで
しょうか，知っているはずがないのです！　当地で僕たちのうちの誰かに良い舞台につい
ての考えが一たび浮かんだとして，その人がその思いを実現するとき，これは自分にとっ
てまったく無縁の対象であるという心の痛みを伴わずにはおられません。貴女なら，俳優
たちを新約聖書シナイ古写本（codex Sinaiticus）あるいはウプサラ銀貨（argenteus von 
Upsala）に共鳴させるのと同じように，私のゲッティンゲンの同僚たちを劇場と関連する
何らかのものに共鳴させようと望むかもしれませんね。教授たちは総じてまったく特殊な
人びとです― そして，ましてやゲッティンゲン人です！　それがどういうことか，ま
た，私が彼らと同じであろうとすることがいかにつらいことか，貴女は御存じありません。
私はたしかに今なおしばしば自分の立場をわきまえない振る舞いを十二分にしています！　
最近，私はまたしても，なんと言われていることか，同僚たちを何ごとかに誘い込まなけ
ればならないという経験をしました。歴史家シュロッサー（2）の生誕地であるイェーファー
から私に対し，私が彼と半同郷人であるからとの理由で，彼のために建てられるべきモニ
ュメント用の寄付金をここで募るようにという依頼が来たのです。シュロッサーは教授で
あり，学者であり，生粋のドイツ人気質で志操堅固な人物でした。そんな彼だから，きっ
と人びとの敬意が表されても当然だったのに！　では，いったい何人の寄付を私は手にし
たか？　３人です！　しかも，そのなかにわが大学の歴史家は入っていません！　私の同
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僚の多くは，とっても質素な生活をようやくしのいでいけるだけの収入しか得ていません
― なにしろ幾人かは付き合いをすることもかなわないのですから。
　さて，当地での私たちの状況がどんなものであるか，それが明らかになった今，敬愛す
るご婦人よ，貴女にはお分かりいただけるでしょう。私は残念ながら，貴女の計画に対し
て理解する人も関心を寄せる人も見つけ出しておりません。それゆえ貴女に対して，われ
らが〔文芸・学術の女神〕ミューズ（！）の座る場所を完全に諦めて下さるようにと忠告
することしか，私にはできないことがお分りになるでしょう。わが当地のミューズたちは
豚革〔製の本〕に結びつけられており，せいぜいミューズの息子たち
4 4 4 4
〔Musensöhne ＝詩
人や大学生などの戯称〕が他の場所での人びとと同じように装丁本を１冊もっているだけ
です（3）。― 私はなんと言ったってわがゲッティンゲンに住んでいるので，ともかく貴女
に白状したいと思います。つまり，この地だったら，私がまさにすっかり退屈してしまう
だろう，と貴女が私に向かって予告した，貴女のあの予言は正しかった，と。当時，私は
この予言に反対していました。しかし ― しかし ― 貴女は私自身よりもずっと正確に
将来を見つめておられました。１種の自殺に等しい義務感から，私は自分自身に言い聞か
せていました。つまり，お前がベルリンやライプツィヒやハイデルベルクに行ったならば，
学問生活の厳しさは済んだことになってしまう，それゆえお前の快適さを義務に，学問に
捧げよ，と言い聞かせたのです。それを実行に移しましたが，それは当時の私にはそれほ
ど難しいことではなかったのです ― しかし，私には分かりません，私には分からないの
です。つまり，ハイデルベルクに来るようにとの要請がもう１度私のもとに届いたならば，
義務や学問にお構いなしに行ってしまうのだろうか，と。余りにも退屈きわまりないため，
まさにこの時期，とても消耗しており，またそれを自覚しているので，私は，いつもなら
自分の研究のためには必要不可欠の聖霊降臨祭の休暇を，またしても他所の空気を吸うた
めに使うつもりです。聖霊降臨祭前の土曜日にハイデルベルク ― 私のエルドラド〔桃源
郷〕― に旅立ちます。私がそこへの招聘状を受け取ったその時に，たった１度の忌むべ
き不運が私をそこから遠ざけた，あのハイデルベルクにです。私に ― 面当てか！ ―
その招聘状を出すには，余りに遅すぎたのです。聖霊降臨祭の初日には，ハイデルベルク
城で朝食を摂りたいと思っています ― 私の見るところ，この半年間にゲッティンゲンで
楽しんだこと全部に匹敵する楽しみです。その翌日以降，バーデン＝バーデンとシュヴァ
ルツヴァルトに行き，聖霊降臨祭の後の日曜日には，面白みのない＝退屈な，わがゲッテ
ィンゲンに戻ってきます。そこでの生活がなぜ私にとって大切なものとなっているのかと
言えば，唯一，そこにわが家があり，また，わが家が私に提供してくれるものがそこにあ
るからです。私は目下のところ，秋休暇が来るのがほとんど待てないくらい，旅行気分に
なっております。その時には家族とともにスイスへ旅行するつもりだからです。ウィーン
へは今回は行かないでしょうが，来年のオースター休暇にはきっと訪れたいと思っていま
す。もちろんその前に『法における目的』が仕上がっていなければなりません。誰か他の
人ならば，この本はずっと以前に完成していたでしょうが，私の仕事のはかどり具合は，
いかにゆっくりと，またカタツムリのようにのろいことか，信じられないほどです。しか
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し，来年のオースターには解放されていたいと思いますし，またその時には自分に素晴ら
しいご褒美をあげるつもりです！　その輝かしい報酬はイタリア旅行になる予定で，ウィ
ーンにもしばらくの間滞在するつもりです。私は貴女への前回の手紙で，自分は月に住ん
でいると書きました。それは間違っていました。そうこうするうちに私は，自分は地獄か，
あるいは，より正確には煉獄に住んでいたと悟ったのです。最初に思いついて書いた地獄
の代わりに煉獄と言うならば，貴女はそこから，私がカトリック教徒の間で何の益もなく
暮らしているわけではなく，煉獄の一過性の性質を地獄の永劫の性質から区別することを
学んでいると受け取られるかもしれません。しかし実際には私は，煉獄でも地獄でもそれ
以上の苦痛を望むことはできないような仕事の苦しみに耐えてきましたし，今もなおずっ
と耐えています― 異端者のような人に対する苦痛さえにも勝るもの！　ダンテがまだ
生きていて，私に彼との談話の栄誉にあずかる価値ありと認めてくれたならば，私はダン
テに向って，最も耐え難い地獄の刑罰の１つとして，この苦しみを挙げるでしょう。すな
わち，書こうと思い，目の前に思い浮かべているものがまだぼんやりしていて，適切な輪
郭線と色を的確に捉えることができないという苦しみ。拷問を受けているような苦痛で
す！　タンタロス（4）の学術上の苦しみです！　タンタロスのように思想というリンゴを目
の前におかれたならば，それを奪おうとして，まったく心落ち着かず神経質になるでしょ
う ― そして，そのリンゴを手にしたと思った時には，もうそこには何もないのです！　
たしかに，本来のあるべき書き方が何かを知らない人，つまり，物おじせずにずばずばと，
やみくもに書く人にとっては，その囚われなさのため，いかなる批評も彼を苦しめること
はありません ― ある考えをもち，その考えと同時に形式をもっている羨むべき人です。
一方，自分に思い浮かぶ考えにどのような衣装が着せられるべきかを知ってはいるが，し
かし，引っ張り出してくる多くの衣装のなかで，その考えにふさわしいものを見つけるこ
とができない人は，悲しいかな，呪われていることよ ― その人は，ああでもない，こう
でもないと考えすぎるあまり，それほど文章を生み出すことに成功することができないの
です。それがここ半年間の私の運命でした。私の考えでは，豊かな，実に豊かなテーマに
出会ったのです。私はそこを掘るだけで，泉からは健全なる水が湧き出てきます。私自身
にとって，その水そのものは元気づけ，気分をさわやかにしてくれるものですが，その水
を汲み出す行為は，私に得も言われぬほどの苦しみを与えるのです。私がこれまでに成し
遂げてきたもののほとんどは，まあそれなりに成功してきたものと思っています ― 有り
難いことに，倦むことなく修正し磨きをかけてきたお蔭です ― しかし，後からその本を
読む人は誰にせよ，その本への手入れがいかに難しかったかに思いを致す人はいません。
― 私の著述家としての苦しみは― かなり前から私はそのことばかりを考えていまし
た ―，ゲーテとフンボルトの往復書簡（Goethe=Humboldt=Briefwechsel）に関する論
説のことを思い起こさせてくれました。その論説は，貴女が御親切にも私に送付してくれ
たものです。ある女性は男性と同じような文体で文を書くものだと〔貴女に対し〕言われ
たとすれば，それは根本的に侮辱を含んでいますが，しかし，習俗の上での賛辞だと受け
止めるべきものです。私も，貴女の論説についての自分の評価を他の形で言い表す術を知
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りません。貴女は確信をもって，かつ，完璧に言葉を駆使して書かれています。何年にも
わたって著述家である人にのみ書けるような言葉の巧みさでもって書かれています。そし
て，判断力をもっている人は誰でも，また貴女の論説を読む労を取らされた人は誰でも，
この婦人はもう以前からとても多くのものを書いてきたに違いない，どこを見ても経験豊
かな文章家の成熟さを感じさせられる，と言うでしょう。私の敬愛する同僚たちのなかに
も，ごく少数とはいえ，そのような報告書を書けないような人がいるなんて！　このよう
な比較をするときには，いつもお恥ずかしいことですが，学者と文筆家との間には，文学
の意味において実に巨大な相違があることを白状しなければなりません。貴女は彼らの手
紙のなかで婦人問題にも言及されています。正しく理解するならば，つまり不健全な飾り
を取り去って見るならば，その問題は，無理解と虚栄心となおその他のものでもって歪め
られ，そのため大衆の目には不信のまなざしで見られてきました。それゆえ正しく把握す
れば，この問題はたしかに，次の数世紀の社会形成の日程に上る諸問題の１つです。労働
者問題，婦人問題およびその他のいくつかの問題は，ここ数世紀が非常に骨を折ってきた
問題の多くを背景に押しやってしまうでしょう。法
4
は，婦人問題において，さしあたりは
ほとんど何もすべきことはないでしょう。法の変更をまずはまったく必要としない，事実
関係の変革の方が重要です。この変革の影響がどのような形でいずれ法に跳ね返ってくる
か，そのことは今日の誰にも遠くからは予測できません ― しかし，もし私が1000－2000
年後に地球に戻ってくるとすれば，法もまた，私にはもはやほとんど理解できないほど，
それほど本質的に変革されているのを見るだろうとは思います。
　実にとても残念なことに，手紙をここで打ち切らなければなりません。私たちは今日の
午後（４時）お客を迎える予定であり，私の時計はもうすでに３時45分近くを指していま
す。それゆえ，急いで結びの言葉を書くのをお許しください。私と私の家族みんなから貴
女と貴女のご家族の皆さんに心からのご挨拶と，貴女のご好意を今後とも賜らんことを願
って。
変わらぬ崇敬の念を込めて
敬具
貴女の　R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　Laube, Heinrich （1806-1884）：作家・劇作家，舞台監督。1806年９月18日に手袋製造工の息子
としてシュレージェンのシュプロッタウに生まれ，1884年８月１日にウィーンにて永眠。1826年
ハレ大学の神学生となるが，ブレスラウに移り，そこで若者の作家グループに入り，文学演劇関
係に目覚める。1829年に新設の演劇雑誌 ”Aurora” の編集を引き受けたが，半年後には廃刊とな
る。しかし，演劇批評家として注目される。1832年にライプツィヒに行き，青年ドイツ派の機関
誌 ”Zeitschrift für die elegante Welt” の編集を任される。同時に，歴史的政治的大作 ”Das Neue 
Jahrhundert”（1833）が完成する。1840年代にはライプツィヒで数々の演劇作品を生み出した。
1848年の３月革命のとき，フランクフルト準備議会やパウル教会で開かれたフランクフルト国民
議会の議員としても活躍する。彼の政治的立場は立憲的君主制の支持者として「左派中央」の右
派に属した。その後，1849年から67年までの18年間，ウィーンのブルク劇場（Burgtheater：1741
年創設，1776年オーストリア国立となる）の舞台監督を務め，1869年－70年はライプツヒ市立劇
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場（Stadttheater），1872年－80年まではふたたびウィーンに戻り，ウィーン市立劇場（Stadttheater）
の舞台監督を引き受けた。イェーリングの当該書簡にあるHofburgtheater（王立劇場）とはこの
Burgtheaterを指す。
⑵　Schlosser, Friedrich Christoph（1776-1861）：歴史家。オストフリースラントのイェーファー
（イェーリングの生地アウリッヒ（Aurich）の東方約30㎞に位置する）でアル中気味の弁護士の
息子として1776年11月17日に生まれ，1861年９月23日にハイデルベルクにて死去。1794－97年ゲッ
ティンゲンで神学，古典文献学，諸国家学，歴史学を学ぶ。彼の恩師にはGottlieb Jacob Planck
（1751-1833），Ludwig August v. Schlözer（1735-1809），Ludwig Timotheus Spittler（1752-
1810），Johann Gottfried Eichhorn（1752-1827）の面々がいた。家庭教師として北ドイツを転々
とした後，1812年フランクフルトa.M.のリツェーウムで歴史の教師となり，そこが閉鎖された後，
市立図書館司書となった。1809年にギーセンで哲学博士の学位を取得していて，1817年ハイデル
ベルクの歴史学教授に就任し，それ以後死に至るまで同大学に勤務する（学部長を1820年，1823
年，1833年，1839年の４期務める）。1825年まで大学図書館長でもあった。彼の史料編纂的作品は
啓蒙主義と歴史主義との中間にあり，新しい，感情移入的な理解を示し，方法的には史料研究に
基づく叙述様式に対して，規範的な，道徳的教化を目指す歴史に固執していた。彼の弟子には
Georg Gottfried Gervinus（1805-71）やLudwig Häusser（1818-67）がいて，政治的歴史学のハ
イデルベルク学派の頭目と見なされ，Leopold v. Ranke（1795-1886）のベルリン学派と競合関係
にあった。しかしながら，シュロッサーの作品はランケのものほど政治領域に限定されてはいな
かった。歴史家たちの中で自由主義的な信条をもった友人たちと違って，瞑想的生活を理想とす
る彼は，３月前期の民主主義的運動には積極的に参加はしなかった。彼の作品はドイツの市民的
－自由主義的公衆に大きな影響を与えた。たとえば，”Geschichte des achtzehnten Jhs. und des
neunzehnten bis zum Sturz des französischen Kaiserreichs（7 Bde., 1836-48）と ”Weltgeschichte
für das deutsche Volk” （19 Bde., 1844-57, mit Georg Ludwig Kriegk）。
⑶　ここの原文は，”Unsere hiesigen Musen sind in Schweinleder gebunden, höchstens die Musensöhne
haben einen Einband wie die Leute anderwärts.” イェーリングが言いたいこととは，ゲッティン
ゲンにおいて文芸・学術の女神であるミューズが宿っている場所は革製表紙の本（Schweinleder
＝豚革）の中であり，したがって，せいぜい学生が１冊の革表紙の本（Einband＝表紙）をもっ
ているにすぎないほど，街全体の文化水準は低いものだという嘆きか。
⑷　Tantalus：ギリシア神話によれば，タンタロスはたいへん裕福で神々に愛されていたが，地獄
に落ちて永劫の罰を受けた。その罰は池中に首までつかり，喉がかわいて水を飲もうとすると水
がなくなり，頭上には実もたわわに果樹の枝が垂れ下がっているのだが，飢えを覚えて食べよう
とすると枝が遠ざかって行くので食べられず，つねに飢渇に苦しめられるというものであった。
なぜ彼がその罰を受けることになったのか，その原因は，神々の食卓に招かれて，その時の秘密
を人間にもらしたためとも，ネクタル（神々の酒）とアムブロシアー（神々の食物）を神々から
得て，人間に与えたためとも，わが子ペロプスを殺して料理し，それを神々に供したためとも言
われる。
32
イェーリング書簡集⑶（ゲッティンゲン時代：1872－92年①）
九五
263
101. An Frau Auguste von Littrow=Bischoff.
Göttingen, Anfang 1877.
　　　　敬愛するご婦人であり友である人！
　晩遅い時間に，というよりむしろ夜の時間に ― というのも真夜中に近いからです
― 私がまだ筆を手にとるのは，貴女とおつきあいすることでさわやかな気分になり，つ
い先ほどまで顕わにしていた憤激の気分からのがれるためです。つまり，私はたった今，
本省のわれらが担当官宛てに手紙を書き終えたところなのです。何を書いたかと言えば，
彼らはこの前勲章をばら撒きましたが，その折りに私を顕彰するつもりだったのです。そ
の心を傷つけるやり方にとても腹が立ち，その怒りの気持ちを包み隠さずに書いたからで
す。数年来，私の感情をそれほどひどく逆なでされるようなことは，わが身にはほとんど
起こらなかったので，その出来事がいかに私を憤激させたか，貴女はお分かりになります
まい。自分は１度たりとも外面的な栄誉を追い求めたことはなかった，と私は誓って言う
ことができます ― だからと言って，自分には功名心がなかったというわけではありませ
ん ― むしろ私は功名心の塊です ― しかし，私の功名心は，同時にプライドと一体の
ものであり，実生活において他者からの称賛を得ようと画策したことなど１度もありませ
ん ― そんなことはしないように，と私は余りに我慢しすぎたほどです。さていまや，こ
こゲッティンゲンで，中級会計官，官房書記官，糧食係官，金利生活者たちと一緒に私に
勲章が授与されます。そして，それでもって私を顕彰する
4 4 4 4
つもりなのです！　そして私に
なぜ勲章が授与されるかと言えば，その理由は，私がとても心そそられるライプツィヒや
ハイデルベルクへの招聘を辞退したからであり，また，法学部の学生数が私の着任以来２
倍に増加したからなのです！　もし私に勲章が１つも授与されないとすれば，私はきっと
驚ろくことでしょう。なぜなら，ともかくも勲章とは，国家官吏のなした業績の価値を認
めるということに他ならないのですから。ですから，もしその理由からの受賞なら，私も
感情を害することはなかったでしょう。なぜなら，私は幸いにも自分自身の価値というも
のを十分に自覚しているからです。しかし，私の価値は，下級官吏と同列に置かれるほど
過小に評価されたと見えること，そのことを私は期待もしていなかったし，それにふさわ
しくもありません。そこで私は自分なりに気の済むやり方として選んだのが，自分の傷つ
いた気持ちをあからさまにぶちまけ，同時に，終身にわたり，これ以上私を顕彰しないよ
うにと依頼することだったのです。私は自分を自分で顕彰できる男と自認しています。私
はどんな贈り物を持ち込むことができたのか，それを私はやってのけました ― ベルリン
の紳士諸君が将来のケースのために，そこから１つの教訓を取り出してくれるといいので
すが。私は自分のためにではなく，他人のために思っているのです。― 私がそこで闘っ
てきたのは，１つの権利のための闘争でもあります ― 法律に書かれている権利のためで
はなく，誰しもがその胸のうちに秘めている権利，すなわち，軽蔑されたことが明らかに
なった場合，それに断固として反対するという人格の権利（das Recht der Persönlichkeit）
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のための闘争なのです。もし本省が，官僚精神から予期され得るように，この意見表明で
私を叱責するならば，私の身がこれからどうなるかを気にすることなく，私の方から辞職
してやります ― 自分の名誉の守り方は分かっています！　敬愛するご婦人よ，私はまだ
完全に，つい先ほどの数時間に私のなかに惹き起こされたその感情を引きずっており，そ
のようなことで貴女を煩わせていることをお詫びいたします。今はこの感情からもっと快
適な気持ちに至るための過渡期にあります ― 私はまず自分の心を軽くしなければなら
なかった。しかし，私が貴女と，私に何か損になるようなことは１度も起こらなかった，
わが愛するウィーンとに再会する ― 早くも14日後にはそうなります ― 予定のことに
思いを馳せるならば，その時には，心の嵐は静まり，そしていっそうホッとします！　オ
ー！　貴女はオーストリア女性です！　オーストリアで演じられたわが人生の断片は，「知
性の国家」（1）〔プロイセンを指す〕に捧げてきた人生の一時期よりも，私には個人的にはる
かに満足のゆくものでした。どうすればその満足感を貴女に分かっていただけるか，私に
はいい方法がなかなか思いつきません。ウィーンで私は過大に評価され尊敬されていまし
た。一方ここゲッティンゲンでは，私は最大の犠牲を払ってきたのに，称号つきの物書き
と同列に置かれるのです。しかし，私が貴女のところ，並びに，私は背を向けてしまった
けれども，その私に好意を持ち続けてくれている人びとみんなのところに帰ることができ
るのは，それだけになおいっそう嬉しいことです。私が先日，貴女に私の間近に迫ってい
るウィーン訪問を知らせたとき，私は大興奮のなかにいました ― 余りにも嬉しくて，私
は落ち着きもなく，冷静さを失っていたのです ― そうでなければ，私は貴女のこの前の
手紙の内容に触れるとともに，とくにお嬢さんの素敵な写真のお礼を述べたことでしょう
に ― その点お赦しください！　写真の実物さんに再会するのが私にはとても嬉しいで
すし，また母君にはそのお祝いを申し上げたいと思っています。貴女は，貴女の住居が私
を手厚くもてなすには十分な広さをもっていないとおっしゃられます。しかし，敬愛する
ご夫人よ，私自身がウィーンに住んでいたことをもうお忘れではあるまいか？！　いった
いウィーンで誰が客用寝室をもっていますか？　皇帝はひょっとしたら！　万一誰かが私
用に客用寝室をもっていたとしても，他人に煩わされないために，私は宿屋に泊る方を選
ぶでしょう ― 客用寝室は単にお金の問題にすぎません。しかし，私はいつも貴女のとこ
ろに居るつもりです ― 昼も晩も，貴女がお望みならば，つねに。ただ１つだけお願いが
あります。すなわち，貴女のお相手ができる時間をできる限り減らさないでください，私
のためにお客を呼ばないでください，貴女のご家族のなかに居られるように，すなわち，
貴女と貴女のお身内とだけ水入らずで御一緒できるようにして下さい。もし貴女が，いか
に私に元気がなく疲れきっているかをご存知ならば，この理由からだけでもう，貴女は私
１人をいわゆる社交の人の目にさらすことはないでしょう ― 私はいまではもう私自身
の亡霊にすぎません，そして，フォン・リトロ夫人の友情のみが私の頼みの綱であり，そ
のお蔭で亡霊のような私でさえも親切にも受け入れていただけるのです。
敬具
貴女の　R. v. イェーリング
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〔訳注〕
⑴　“Staat der Intelligenz”：ヘーゲルが1816年10月28日にハイデルベルク大学就任講演において，
「…知性の上に建設されているのが，プロイセン国家である」と述べたところから普及して行っ
た標語。
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102. An Oskar Bülow.
 Göttingen, 1877.
　　　　わが親愛なるビューロ！
　僕は君に今回は本当にせかせかと，ウィーンのハラショースキー（1）に促されて手紙を書
いています。僕はウィーンで彼に，彼の２冊の訴訟に関する著作について報告するよう君
にお願いするつもりであるという約束をしました。そして，今彼からの手紙を受け取って，
その約束を思い出したところです ― 本当に良かった，さもなければ僕は忘れてしまうと
ころだったから。そこでこの人の願いを聞き届けてやってくれないか，また，実務家とし
ての仕事の他に，なお学問のために尽くそうと努めている彼に好意的な言葉を伝えてやっ
て欲しい ― たしかに彼が高く評価されたのは当然であるように僕には思えます。という
のも，いずれにせよ彼は，そこ以外のどこにも載っていない未見の資料を収集したからで
あり，そして，それはミッターマイアー（2）― 神の祝福が彼の上にありますように！ ―
を思い起こさせるからです。
　僕がイタリアから戻ってきてもう２週間になりますが，イタリアの印象はとても素晴ら
しいものばかりでした。どうやら精神的にも身体的にも元気を回復したようだ。本の執筆
にふたたび取りかかろうと，もうやってみましたが，まあまあです。年の初めには，そん
なことなど，まったく考えられもしなかったのになあ。
　僕の旅はライプツィヒ経由となったが，そのライプツィヒではシュトッベ（3），ヴィント
シャイト（4），ビンディング（5），ヴァッハ（6）たちととっても愉快な２日間を過ごし，ついに
ヴァッハ夫人とも知り合いになりました。その一方，ビンディング夫人は残念ながらフラ
ンクフルトに残っていました。老ヴェヒター（7）ともなお誰かが誘ってくれたパーティーで
会いました ― 素晴らしい人です。ヴィントシャイトはハイデルベルクにいたときよりも
はるかに晴れ晴れとしていました ― ハイデルベルクはちょっと重荷だったのだ！
　それからウィーンに５日間滞在していましたが，それはルディ（8）〔末息子〕の堅信礼のた
めゲッティンゲンに残っていなければならなかった妻が，ヘレーネ〔長女・1852年生れ〕
と一緒に後から僕を追いかけてウィーンに来るまでのことでした。妻は僕とイタリアへ行
くため，娘のヘレーネはウィーン滞在のためにやって来たのです。最後の日に起こったの
が，どの新聞でも報じられた差押えの場面です。僕の人生の素敵な断片，それはスウェー
デンの伯爵を訪問したことと対をなすものです ― 僕が旅行に出かけるときには，いつも
何か面白いことが起きます！ ― ただその結末だけは，新聞で報道されていることとは違
っています。イェーリングはお金を支払わなかった
4 4 4 4
のです！　そのとき問題となっていた
のは，ちょっとした少額ではなく，非常に大きい金額だった。オーストリア政府は，請求
する正当な権利をもっていた所得税の滞納金とともに，僕がゲッティンゲンで過ごした年
の所得税をも要求してきたのです。僕はもちろん拒否し裁判に訴えると言った。すると債
権の追求は本省の方から取りやめてしまった。しかし，それについて市当局は知らされて
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いなかった。そこで僕が今ウィーンにいるときに，市当局は債権を実行するチャンスの到
来だと思ったわけです。この件を片づけるために，僕は本省に通告するだけで済んだ。そ
れが真相ですが，新聞で報じられた事情はもっと上手に脚色されていた。それを正す気は
僕には毛頭ないです。僕は，ザルツブルクに戻ってきたときに，この件をジャン・ベッカ
ー（Jean Bekker）から聞いて初めて知った次第です。
　ウィーンからヴェネツィア，フィレンツェ，ローマ，ナポリに行きました。そこではも
う天国にいるような時間を過ごしました！　このナポリをベースキャンプにして，そこか
らカプリ，ソレント，サレルノ，アマルフィへの旅をしました。それからローマ，ピサ，
ジェノヴァ，ミラノ，ヴェローナを巡り，ブレンナー峠を越えて帰って来ました。ニュル
ンベルクで１日休息し，今ではエアランゲン大学の私講師をしているヘルマン〔長男・1850
年生れ〕とそこで会いました。僕の講義はようやく５月２日に始めました。訪問者は，い
つもの通りです。僕は元の状態に戻ったように思われ，避けられない運命を受け入れます
〔講義や接客など日常業務のことを念頭に置いているか〕。
　僕は本の執筆にふたたび取りかかっています。夏には邪魔されることなく，それに没頭
できるといいな，と思っています。
　君たちのところはとてもにぎやかになっているでしょう。ここゲッティンゲンから多く
の法学生が出て行っているのだから。君の
4 4
名前こそが彼らを引き寄せる
4 4 4 4 4
のです ― 他の人
みんなを束ねた以上に！　僕はこれを耳にするたびごとに，喜んでいます。
　君の奥方によろしくお伝えください。
君の
R. v. イェーリング
〔訳注〕
⑴　Harras von Harrasowsky, Philipp （1833-1890）：法律家。1833年に生まれ，1890年にウィーン
で死去。ウィーン大学で学んだ後，1859年に学位取得，68年には民事裁判手続の私講師を務めて
いるし，同じ年に司法国家試験委員会のメンバーにもなる。1855年以降，司法官の道に進み，1857
年裁判官職試験に優秀な成績で合格後，判事となり，1860年以降ペストのラント裁判所で判事補
として，1863－83年にはウィーン司法省でとくに民事訴訟法の改革作業に従事する。1878年以後，
正省参事官として，1890年まで最上級裁判所の枢密顧問官として活動する。主著：Geschichte der 
Codifikation des Österr. Civilrechtes, 1868；Vorbereitung der mündlichen Verhandlung, 1875；
Rechtsmittel im Civilprozesse, 1879；Codex Theresianus und seine Umarbeitungen, 1883-86.
⑵　Mittermaier, Karl Joseph Anton （1787-1867）：刑法学者，歴史法学派の信奉者。1787年８月５
日にミュンヘンに生まれ，1867年８月28日にハイデルベルクにて死去。1811年ランツフート，1819
年ボン，1821年ハイデルベルクの教授となり，以後死に至るまでハイデルベルクで活躍した。1828
年以降リベラル派の立場で議員職にあり，何度もバーデン第２院の議長職を務めた。1848年には
フランクフルト国民議会にも所属する。１年後政治生活からはほぼ完全に引退する。彼はつねに
人道的な刑執行に配慮し，棒刑や死刑には反対していた。主著：Über die Grundfehler der Behandlung 
des Kriminalrechts（1819）；Grundsätze des gemeinen deutschen Privatrechts（1821）；Das 
deutsche Strafverfahren （1827）.
⑶　Stobbe, Johann Ernst Otto （1831-1887）：法史家，私法学者。Nr.93の訳注⑴既出。
⑷　Windscheid, Bernhard （1817-1892）：ロマニスト，パンデクティスト。イェーリングの親友。
Nr. 73の訳注⑴既出。
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⑸　Binding, Karl Ludwig Lorenz （1841-1920）：刑法学者・国法学者。1841年６月４日に生まれる。
フランクフルトa.M.の古くからのビール醸造業の家系の出であるが，父は控訴裁判所判事，バー
ゼルの正教授であった。1920年４月７日にフライブルク（Breisgau）で死去する。ビンディング
は，1860年ゲッティンゲン，1862年ハイデルベルクで学び，63年にはハイデルベルクで学位を取
得し，64年には同大学で教授資格を得る。1866年にはバーゼルの公法の正教授となり，1870年に
フライブルク（ブライスガウ），72年にシュトラースブルク，73年にライプツィヒの教授となり，
1913年に年金付き退職をする。最初，歴史学か法学かで揺れていたビンディングは，1868
年 ”Geschichte des burgundisch-romanischen Königsreiches” の第１巻を刊行するものの，次い
で法律学，とくに刑法学に向かい，生涯の研究領域とする。1870年北ドイツ連邦刑法草案を激し
く批判し，1872年に主著 ”Die Normen und ihre Übertretung” の第１巻を出版する。1885年に
は ”Handbuch des deutschen Strafrechts” の第１巻を出す。これは彼の優れた編集者能力を発揮
して計画した ”Systematisches Handbuch der deutschen Rechtswissenschaft” の１部だった。こ
のシリーズには当代１級の学者が選ばれている。Andreas Heusler, Institutionen; Adolf Wach,
Zivilprozeßrecht; Rudolf Sohm, Kirchenrecht; Albert Haenel, Staatsrecht; Otto Mayer, Deutsches
Verwaltungsrecht，そしてOtto Gierke, Deutsches Privatrechtなどである。この他，教科書用の
著作も有名である。”Grundriß des gemeinen deutschen Strafrechts, Ⅰ. Einleitung und
Allgemeiner Teil”（1879）； ”Lehrbuch des gemeinen deutschen Strafrechts. Besonderer Teil”（3
Bde., 1902-05）； ”Grundriß des deutschen Strafprozeßrechts”（1881）．ライプツィヒ時代には，
ライプツィヒ・ラント裁判所刑事部の特任判事を長年務めた。ダーム（Dahm）によれば，いず
れにせよビンディングは「世紀の変わり目頃の最大の刑法学者」になったと評されている。なお
ビンディング宛てのイェーリングの書簡は複数，このヘレーネ編の『友人宛書簡集』にも収めら
れている。なお上述の叢書シリーズの１巻として，イェーリングの「ローマ法史」も計画されて
いたようであるが，残念ながら，実現しなかった。
⑹　Wach, Adolph （1843-1926）：民事・刑事訴訟法学者，刑法学者。Nr.89の訳注⑴，既出。
⑺　Wächter, Karl Georg von （1797-1880）：刑法学者。Nr.76の訳注⑶，既出。
⑻　第80番の手紙に出てくるToast von Rudiを指す。本名はRudolf（1862年１月５日生れ）。Nr.80
の原注，参照。
